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１．調 査 の 概 要
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（１）調査の目的 
   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，
学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，
そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 
 
（２）調査の対象とする児童生徒 
 【小学校調査】 
小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 
【中学校調査】 
中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 
特別支援学校中学部第 3学年 
 
（３）調査事項及び手法 
① 児童生徒に対する調査 
ア  教科に関する調査〔国語，算数・数学〕 
国語，算数・数学はそれぞれ「主として『知識』に関する問題」（A）※1と「主
として『活用』に関する問題」（B）※2を出題。 
※1：身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不 
可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 
※2：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て 
実践し評価・改善する力など 
イ  質問紙調査 
学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 
 
② 学校に対する質問紙調査 
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備
の状況等に関する質問紙調査を実施。 
  
（４）調査の方式 
   悉皆調査 
 
（５）調査日時  
平成 29 年 4 月 18 日（火） 
   
【小学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目  
国語Ａ，算数Ａ 
（各 20 分） 
国語Ｂ 
（40 分） 
算数Ｂ 
（40 分） 
児童質問紙 
（20～40 分程度）
 
【中学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目  
国語Ａ 
（45 分） 
国語Ｂ 
（45 分） 
数学Ａ 
（45 分） 
数学Ｂ 
（45 分） 
生徒質問紙 
（20～45 分程度） 
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（６）集計児童生徒・学校数 
① 集計基準 
児童生徒に対する調査について，平成 29 年 4 月 18 日に実施された教科に関する
調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する
児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 
 
② 集計児童生徒数 
（小学校第 6 学年，義務教育学校前期課程第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年） 
 調査対象児童数※1 4月18日に調査を実施した
児童数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した児童数 
公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人
国立 6,495人 6,390人 6,416人
私立 12,819人 6,468人 6,825人
合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人
 
 
（中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 
特別支援学校中学部第 3学年） 
 調査対象生徒数※1 4月18日に調査を実施した
生徒数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した生徒数 
公立 1,040,281人 982,811人 990,567人
国立 10,740人 10,107人 10,528人
私立 80,412人 31,271人 31,313人
合計 1,131,433人 1,024,189人 1,032,408人
 
※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒
数，私立は，平成 28 年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能
性がある。 
※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で
算出。 
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③ 集計学校数 
（小学校，義務教育学校前期課程，特別支援学校小学部） 
 
調査対象者の
在籍する学校
数 
4月18日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月19日～5月2日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月18日～5月2日に
調査を実施した学校
数（実施率％） 
公立 19,577校 
19,456校
（99.4％）
111校
19,567校
（99.9％）
国立 75校 
75校
（100.0％）
0校
75校
（100.0％）
私立 224校 
114校
（50.9％）
4校
118校
（52.7％）
合計 19,876校 
19,645校
（98.8％）
115校
19,760校
（99.4％）
 
 
（中学校，義務教育学校後期課程，中等教育学校，特別支援学校中学部） 
 
調査対象者の
在籍する学校
数 
4月18日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月19日～5月2日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月18日～5月2日に
調査を実施した学校
数（実施率％） 
公立 9,628校 
9,539校
（99.1％）
73校
9,612校
（99.8％）
国立 80校 
77校
（96.3％）
3校
80校
（100.0％）
私立 759校 
366校
（48.2％）
2校
368校
（48.5％）
合計 10,467校 
9,982校
（95.4％）
78校
10,060校
（96.1％）
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 
本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実
施しているが，実施教科が国語，算数・数学の 2 教科のみであることや，必ずしも学
習指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児
童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一
側面に過ぎないことに留意することが必要である。 
本調査の結果においては，国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均
正答数，平均正答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中
央値，標準偏差等の数値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総
合的に結果を分析，評価することが必要である。また，個々の設問や領域等に着目し
て学習指導上の課題を把握・分析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上
につなげることも重要である。 
 
＜用語説明＞  
語 句  説       明 
平均正答数 児童生徒の正答数の平均。 
平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均正答率は，
それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答
率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の
百分率。 
中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 
最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 
標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数
値。標準偏差が 0とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こ
とを意味する。 
相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1
から 1までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほ
ど負の相関が強いことを表す。 
解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理
したもの。 
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２．教科に関する調査の結果（概要）
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（１）調査問題の趣旨・内容，課題等，指導改善のポイント
○調査問題の趣旨・内容
算数Ａ 基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題
（例） ■ １より小さい小数をかける乗法の問題場面を理解し，それぞれの数量が数直線上のどこに当ては
まるかを選ぶ。
■ 任意単位による測定を基に比較しているものを選ぶ。
■ 円を使って正五角形をかくとき，円の中心のまわりの角を何度ずつに分割すればよいかを書く。
■ 二次元表の合計欄に入る数を書く。
算数Ｂ 基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題
（例） ■ 二つの数量の関係を一般化して捉え，そのきまりを記述する。
■ 料金の差を求めるために，示された資料から必要な数値を選び，その求め方と答えを記述する。
■ 示された式の中の数の意味を，表と関連付けながら解釈し，それを記述する。
■ 身近なものに置き換えた基準量と割合を基に，比較量を判断し，その判断の理由を記述する。
○課題等
主な特徴
● 具体的な問題場面において，乗法で表すことができる二つの数量の関係を理解したり，小数の乗法の
計算において，乗数を整数に置き換えて考えるときの，乗法の性質を理解したりすることは相当数の児童
ができている。〔Ａ１(1)，Ａ１(3)〕
● 資料から，二次元表の合計欄に入る数を求めたり，示された式の中の数の意味を，二次元表と関連付
けながら正しく解釈し，それを記述したりすることに課題がある。〔Ａ９(2)，Ｂ４(1)〕
● 問題に示された二つの数量の関係を一般化して捉え，そのきまりを記述することに課題がある。
〔Ｂ１(3)〕
● 示された方法や考えを解釈し，問題場面に適用したり，ほかの場合に適用して解決方法を考え，それ
を記述したりすることに課題がある。〔Ｂ２(2)，Ｂ３(2)〕
数と計算
◇(A) 二つの数の最小公倍数を求めることは相当数の児童ができている。〔Ａ３〕
◆(A) 加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすることと，商を分数で表すことに課題がある。
〔Ａ２(3)，Ａ２(4)〕
◆(B) 直線の数とその間の数の関係に着目して，示された方法を問題場面に適用することに課題がある。
〔Ｂ２(2)〕
量と測定
◆(A) 高さが等しい平行四辺形と三角形について，底辺と面積の関係を理解することに課題がある。
〔Ａ５〕
◆(B) 仮の平均を用いた考えを解釈し，示された数値を基準とした場合の平均の求め方を記述することに
課題がある。〔Ｂ３(2)〕
図形
◇(A) 立方体の面と面の位置関係を理解することは相当数の児童ができている。〔Ａ７〕
数量関係
◇(A) 未知の数量を表す□を用いて，問題場面を除法の式に表すことは相当数の児童ができている。
〔Ａ８〕
◆(A) 資料から，二次元表の合計欄に入る数を求めることに課題がある。〔Ａ９(2)〕
◆(B) 身近なものに置き換えた基準量と割合を基に，比較量を判断し，その判断の理由を記述することに
課題がある。〔Ｂ５(2)〕
◇･･･相当数の児童ができている点 ◆･･･課題のある点 ( )内の記号は，A･･･算数Ａ，B･･･算数Ｂ
〔 〕内の記号は，問題番号
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○指導改善のポイント
数と計算
○ 問題を解決する過程で，「計算の意味」と「計算の仕方」を関連付けて，計算の能力を身に
付けることができるようにする指導の充実
・ 整数，小数及び分数の計算においては，計算の意味と計算の仕方を，図や数直線などを用いて
関連付けながら考察し，説明できるようにすることが大切である。また，日常生活の事象と関連
付けた場面を設定できるように単元の計画を工夫し，計算に習熟したり生活や学習に活用したり
することができるようにすることも大切である。
○ 日常生活の問題の解決のために，必要な情報を選択したり，示された方法を数学的に解釈
し，問題場面に適用できるか考察し判断したりする指導の充実
・ 日常生活の問題の解決のために，必要な情報を収集した上で条件に合うものを選択したり，示
された方法を数理的に捉えて数学的な意味を見いだし，問題場面に適用できるか考察し判断した
りすることができるようにすることが大切である。また，問題の解決のために用いた方法を，日
常生活の場面に戻って振り返ることで，算数が役立っていることを実感できるようにすることも
大切である。
量と測定
○ 異なる量の比較や測定においても，共通する比較や測定の方法が用いられていることを実感
的に理解できるようにする指導の充実
・ 量の比較や測定においては，比較や測定の方法のよさを理解し，新たに学習する量の比較や測
定に活用できるようにすることが大切である。また，異なる種類の量の比較や測定においても，
共通する比較や測定の方法が用いられていることを実感的に理解できるようにすることも大切である。
○ 日常生活の問題の解決のために，データを処理する方法を適切に用いて判断したり，工夫し
てデータを処理するよさを実感したりすることができるようにする指導の充実
・ 実験結果の測定値としていくつかの数量があったとき，それらの数量の平均を求めることでよ
り妥当な数値が得られる場合がある。その際，飛び離れた数値や予想外の数値があった場合に，
場面や状況によっては，それらの数値を除き，目的に応じた平均を求めることができるようにす
ることが大切である。また，平均がおよそどのくらいになるのかを見積もったり，基準を変えて
計算することで，測定値の平均を工夫して求めるよさを実感したりすることができるようにする
ことも大切である。
図形
○ 図形の構成・分解の活動を通して，図形の性質について理解を深めることができるようにす
る指導の充実
・ 図形の学習においては，図形の性質を実感的に理解できるようにすることが大切である。その
ために，単なる知識として図形の性質を指導するのではなく，構成・分解などの活動を通して，
図形の性質を見いだしたり振り返ったりすることで，その性質の理解を深めることができるよう
にすることが大切である。
○ 図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し，立体図形の平面上での表現や構成の仕
方を考察する指導の充実
・ 立体図形と見取図，展開図を関連付け，構成要素やそれらの位置関係に着目して，立体図形の
構成の仕方を適切に捉えることができるようにすることが大切である。立方体や直方体などの立
体図形の学習では，向かい合う面が平行になることや，隣り合う面が垂直になることを，具体物
の観察や操作を通して実感的に理解できるようにすることが大切である。
数量関係
○ 数量の関係を一般化して捉え，言葉や式を用いて表現する指導の充実
・ 算数の学習では，児童自らがどのような数量の関係が成り立つのかを予想したり，数値や場面
を変えても同じように関係が成り立つかどうかについて考えたり，なぜそのような関係が成り立
つのかを図を用いて説明したりすることができるようにすることが大切である。さらに，見いだ
した数量の関係を言葉や式を用いて一般化して表現できるようにすることが大切である。
○ 日常生活の事象を，割合や表，グラフなどを活用して考察する指導の充実
・ 日常生活の中には，算数で学習した内容を基に数理的に処理し合理的に判断できる場面があ
る。日常生活の事象を，児童にとってより身近なものなどに置き換え，割合を活用して考察した
り，表や図，グラフに表して捉え，そこから見いだすことができる特徴や傾向を基に考察したり
することができるようにすることが大切である。
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【算数Ａ】 
児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,012,581 人 11.8 問/15 問 78.8％ 13.0 問 3.1 15 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:児童の割合）       正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                   正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 
分類 区分 対象問題数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域 
数と計算 8 80.7 
量と測定 2 69.0 
図形 2 81.2 
数量関係 5 79.8 
評価の 
観点 
算数への関心・意欲・態度 0  
数学的な考え方 0  
数量や図形についての技能 8 77.8 
数量や図形についての知識・理解 7 79.8 
問題形式 
選択式 7 79.7 
短答式 8 77.9 
記述式 0  
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問題別集計結果 
 
数
と
計
算
量
と
測
定
図
形
数
量
関
係
算
数
へ
の
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心
・
意
欲
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度
数
学
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え
方
数
量
や
図
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に
つ
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て
の
技
能
数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
選
択
式
短
答
式
記
述
式
１（１） 3A(3)イ
5D
(1)ア ○ ○ 97.0 0.4
１（２） 5A(3)ア ○ ○ 70.0 1.7
１（３） 5A(3)イ ○ ○ 91.1 0.7
２（１） 3A(3)イ ○ ○ 85.3 0.5
２（２） 4A(5)イ ○ ○ 79.9 0.4
２（３） 4A(5)ウ
4D
(2)ア ○ ○ 66.8 0.6
２（４） 5A(4)イ ○ ○ 69.4 3.8
３ 5A(1)イ ○ ○ 86.3 1.2
４
1B
(1)
アイ
3B
(1)イ
○ ○ 70.8 0.6
５ 5B(1)ア ○ ○ 67.2 1.2
６
5C
(1)
アウ
○ ○ 75.7 2.3
７
4C
(2)
アイ
○ ○ 86.8 1.0
８ 3D(2)イ ○ ○ 83.7 1.3
９（１） 4D(4)ア ○ ○ 88.2 2.6
９（２） 4D(4)ア ○ ○ 63.1 5.1
 
正
答
率
(
％
)
 
無
解
答
率
(
％
)
１より小さい小数をかける乗法の
問題場面を理解し，数量の関係を
数直線に表すことができる
具体的な問題場面において，乗法
で表すことができる二つの数量の
関係を理解している
整数の乗法の計算をすることがで
きる
小数と整数の加法の計算をするこ
とができる
出席番号１番の人は二次元表のどこに入るか
を選ぶ
円を使って正五角形をかくとき，円の中心の
まわりの角を何度ずつに分割すればよいかを
書く
二つの数の最小公倍数を求めるこ
とができる
未知の数量を表す□を用いて，問
題場面を除法の式に表すことがで
きる
資料から，二次元表の合計欄に入
る数を求めることができる
立方体の面と面の位置関係を理解
している
資料を二次元表に分類整理するこ
とができる
高さが等しい平行四辺形と三角形
について，底辺と面積の関係を理
解している
正五角形は，五つの合同な二等辺
三角形で構成できることを理解し
ている
はじめに持っていたシールの枚数を□枚とし
たときの，問題場面を表す式を選ぶ
二次元表の合計欄に入る数を書く
任意単位による測定について理解
している
商を分数で表すことができる
問題の概要 出題の趣旨
小数の乗法の計算において，乗数
を整数に置き換えて考えるとき
の，乗法の性質を理解している
立方体の展開図から，示された面と平行な面
を選ぶ
リボンを２ｍ買ったときの代金と３ｍ買った
ときの代金を書く
買ったリボンの長さと，１ｍ当たりのリボン
の値段と，代金が，それぞれ数直線上のどこ
に当てはまるかを選ぶ
示された平行四辺形の面積の，半分の面積で
ある三角形を正しく選ぶ
重さ，長さについて任意単位による測定を基
に比較しているものを選ぶ
８と１２の最小公倍数を求める
５÷９の商を分数で表す
６＋０.５×２を計算する
１０.３＋４を計算する
１２３×５２を計算する
６０×０.４を，６０×４を基にして考えるとき
の，正しい積の求め方を選ぶ
加法と乗法の混合した整数と小数
の計算をすることができる
学習指導要領の領域 問題形式評価の観点
問題番号
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【算数Ｂ】 
児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,012,313 人 5.1 問/11 問 46.2％ 5.0 問 2.6 5 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:児童の割合）     正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                        正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 
分類 区分 対象問題数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域 
数と計算 5 53.0 
量と測定 2 47.2 
図形 1 13.5 
数量関係 8 40.3 
評価の 
観点 
算数への関心・意欲・態度 0  
数学的な考え方 9 45.6 
数量や図形についての技能 0  
数量や図形についての知識・理解 2 48.7 
問題形式 
選択式 3 54.2 
短答式 3 61.9 
記述式 5 31.9 
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問題別集計結果 
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と
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式
１（１） 2A(2)ア ○ ○ 76.1 2.0
１（２）
2A
(2)ア
5A
(1)イ
○ ○ 81.9 3.9
１（３） 5A(1)イ
4D
(2)
イウ
5D
(2)
○ ○ 38.8 14.8
２（１）
2A
(2)ア
3A
(2)イ
3A
(3)イ
3D
(3) ○ ○ 40.7 6.4
２（２）
3A
(4)ア
5A
(1)イ
○ ○ 27.7 5.9
３（１） 5B(3)ア
4D
(2)ア ○ ○ 68.1 1.0
３（２） 5B(3)ア
4D
(2)ア ○ ○ 26.3 12.7
４（１） 4D(4)ア ○ ○ 40.2 4.7
４（２）
3D
(3)ア
5D
(4)
○ ○ 29.4 4.5
５（１） 5D(3) ○ ○ 65.2 5.5
５（２） 3C(1)ウ
5D
(3) ○ ○ 13.5 8.6
 
正
答
率
(
％
)
 
無
解
答
率
(
％
)
与えられた情報から，基準量，比較量，割合
の関係を捉え，「最大の満月の直径」に近い
硬貨を選び，選んだわけを書く
身近なものに置き換えた基準量と
割合を基に，比較量を判断し，そ
の判断の理由を記述できる
示された式の中の数の意味を，表
と関連付けながら正しく解釈し，
それを記述できる
２けたのひき算の答えを求めることができる
きまりを書く
問題に示された二つの数量の関係
を一般化して捉え，そのきまりを
記述できる
小さい封筒で手紙を送る場合と大きい封筒で
手紙を送る場合の，料金の差の求め方と答え
を書く
料金の差を求めるために，示され
た資料から必要な数値を選び，そ
の求め方と答えを記述できる
仮の平均の考えを活用して，測定値の平均を
求める
仮の平均を用いた考えを解釈し，
示された数値を基準とした場合の
平均の求め方を記述できる
学年全体の人数に対するハンカチとティッ
シュペーパーの両方を持ってきた人数の割合
を表しているグラフを選ぶ
割合を比較するという目的に適し
たグラフを選ぶことができる
「最小の満月の直径」の図に対して，「最大
の満月の直径」の割合を正しく表している図
を選ぶ
示された割合を解釈して，基準量
と比較量の関係を表している図を
判断できる
示された式の中の数が表す意味を書き，その
数が表のどこに入るかを選ぶ
カードの差が４の場合の，２けたのひき算の
式と答えを書く
示された条件を基に，適切な式を
立てることができる
示された考えを基に，５４－４５の場合で残る
部分を図に表す
示された考えを解釈し，数を変更
した場合も同じ関係が成り立つこ
とを，図に表現することができる
問題形式
１３本の直線を使う場合，手紙の用紙の長い
辺を３等分するのは，何本目の直線と交わっ
た点かを書く
直線の数とその間の数の関係に着
目して，示された方法を問題場面
に適用することができる
飛び離れた数値を除いた場合の平均を求める
式を選ぶ
飛び離れた数値を除いた場合の平
均を求める式を判断することがで
きる
問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域 評価の観点
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○ 小学校において，算数Ａと算数Ｂの正答数に相関（相関係数 0.680）が見られる。 
○ 「算数Ａは平均以上」かつ「算数Ｂは平均未満」の児童の割合は 24.7％，「算数Ａは
平均未満」かつ「算数Ｂは平均以上」の児童の割合は 3.5％となっている。前者の児童
数は，後者の児童数の 3倍以上いる。
■算数Ａと算数Ｂの相関等 
 
 
 
 
 
算数Ａの正答数，算数Ｂの正答数，正答児童数の相関をバブルチャートに表したもの。 
※ バブルチャート：2軸の座標軸の上に，大きさが 3軸目の指標を示す円状の図（バブル）を配置した図表。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）知識に関する調査と活用に関する調査の相関等 
正答数（算数Ａ）×正答数（算数Ｂ）
329,320
0.680
39.1 24.7 3.5 32.7
35,527
1,008,503 11.8 5.1
394,474 249,182
児童数 全国（国公私立）算数Ａ平均正答数
全国（国公私立）
算数Ｂ平均正答数
児童の正答数分布状況（上段：児童数　下段：児童数の割合(％)）
相関係数算数Ａ・算数Ｂ
ともに平均以上
算数Ａは平均以上
算数Ｂは平均未満
算数Ａは平均未満
算数Ｂは平均以上
算数Ａ・算数Ｂ
ともに平均未満
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（４）地域の規模等の状況 
 
［算数Ａ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
  
 
 
 
 
 
 
［算数Ｂ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）都道府県・指定都市の状況 
 
［算数Ａ］                  ［算数Ｂ］ 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数）    正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数） 
      
 
      
 
 
 
 
 
○ 平均正答数，平均正答率，中央値，標準偏差を見ると，28 年度同様，地域の規模等（公立：
大都市，中核市，その他の市，町村，へき地）による大きな差は見られない。 
○ 各都道府県・指定都市（公立）の状況については，平均正答率を見ると，28 年度同様，ほ
とんどの都道府県・指定都市が平均正答率の±5％の範囲内にあり，大きな差は見られない。
11.8 / 15
11.9 / 15
11.8 / 15
11.7 / 15
11.7 / 15
11.6 / 15へき地 17,112 77.6 12.0 3.0
町村 87,851 78.1 12.0 3.0
その他の市 493,046 78.3 13.0 3.1
中核市 154,249 79.0 13.0 3.1
大都市 264,212 79.2 13.0 3.1
全国（公立） 999,723 78.6 13.0 3.1
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
※大都市（政令指定都市及び東京 23 区），中核市，その他の市，町村の値は，当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立
学校に在籍する児童の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 
※へき地の値は，へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する児童の調査結果を集計した
ものである。大都市，中核市，その他の市，町村の値に重複する。 
5.1 / 11
5.2 / 11
5.1 / 11
5.0 / 11
4.9 / 11
4.7 / 11へき地 17,106 42.7 5.0 2.5
中核市 154,221 46.4 5.0 2.6
町村 87,821 44.2 5.0 2.5
その他の市 492,886 45.3 5.0 2.6
大都市 264,166 47.4 5.0 2.7
全国（公立） 999,451 45.9 5.0 2.6
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
※都道府県は指定都市を除く。全国（公立）の平均正答率は整数値で表示している。
全都道府県市（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
79% 85%【+6%】
73%
【-6%】
全国（公立）の
平均正答率
全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
全国（公立）の
平均正答率
全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
全都道府県市（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
46% 53%【+7%】
42%
【-4%】
-15-
（６）教育委員会の状況 
 
［算数Ａ］                 ［算数Ｂ］ 
    
 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）     正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）学校の状況 
 
［算数Ａ］                 ［算数Ｂ］ 
   
  
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）        正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 
    
 
 
 
   
○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見
ると，28 年度同様，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。  
○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると，
28 年度同様，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。 
11.7 / 151,775 77.9 78.3 6.3
教育委員会数 教育委員会の平均正答数
教育委員会の
平均正答率
(％)
教育委員会の
中央値
(％)
教育委員会の
標準偏差
4.8 / 111,775 44.0 44.4 6.2
教育委員会数 教育委員会の平均正答数
教育委員会の
平均正答率
(％)
教育委員会の
中央値
(％)
教育委員会の
標準偏差
5.0 / 1119,638 45.4 45.3 8.4
学校数 学校の平均正答数
学校の
平均正答率
(％)
学校の
中央値
(％)
学校の
標準偏差
11.8 / 1519,644 78.5 79.0 7.6
学校数 学校の平均正答数
学校の
平均正答率
(％)
学校の
中央値
(％)
学校の
標準偏差
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（８）国・公・私立学校の状況 
 
［算数Ａ］                 ［算数Ｂ］ 
＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
      
 
 
 
 
 
 
 
＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
 
 
 
     
 
 
 
 
＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）     
    
○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答
数について見ると，28 年度同様，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 
11.8 / 15999,723 78.6 13.0 3.1
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
5.1 / 11999,451 45.9 5.0 2.6
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
13.6 / 156,390 90.7 14.0 1.9
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
7.1 / 116,393 64.2 7.0 2.5
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
13.4 / 156,468 89.3 14.0 2.2
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
6.7 / 116,469 60.6 7.0 2.7
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
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（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方
調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，分
析結果と課題，学習指導に当たって等を記述しています。
解答類型は，児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定す
る条件などに即して解答を分類，整理するためのものです。正誤だけではなく，児童生徒一
人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した学習指導の改善・充実を図
る際に活用することができます。
＜正答について＞
「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答
「○」… 設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
※ 反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため，「◎」と「○」の反応率の合計
と正答率が一致しない場合や合計が100％にならない場合があります。
設問ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，課題の有無
・ 特徴的な誤答について，反応率，解答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連
・ 関連する過去の調査問題 など
問題画像
調査問題を縮小して掲載しています。
趣旨
設問ごとの趣旨を示しています。
■学習指導要領における領域・内容
調査対象学年及び他の学年の児童生
徒への学習指導の改善・充実を図る際
に参考となるよう，関係する学習指導
要領における領域・内容を示していま
す。
解答類型と反応率
解答類型ごとの反応率，正答の条件，
正答例を示しています。
（詳細は下欄参照）
出題の趣旨
調査問題ごとに出題の趣旨を示してい
ます。
解答類型と反応率
分析結果と課題
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調査問題に関係する領域・内容について，各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る
際に御活用ください。また，本書のほか，授業の改善・充実を図る際の参考となるよう，授
業のアイディアの一例を示すものとして「授業アイディア例」（本年９月中旬公表予定）を
作成しますので，本書及び「解説資料」（本年４月公表）と併せて御活用ください。
なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該
当ページを記載していますので，これらの資料も併せて御活用ください。
本書では，以下の資料については略称を用いています。
資 料 略 称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 「平成○年度【○学校】授業アイディア例」
「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」
※図はイメージです。
学習指導に当たって
調査結果を受け，学習指導の改善・
充実を図る際のポイントを設問ごとに
記述しています。（詳細は下欄参照）
※ 複数の設問に関連するポイントに
ついては，「本問題全体の学習指導
に当たって」として記述しています。
分析結果と課題
正答率，課題の有無，誤答の分析，
これまでの調査で見られた課題との関
連等を記述しています。
（詳細は前ページの下欄参照）
※出典等
著作物について，出典及び著作権者
等を示しています。
学習指導に当たって
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（２）小学校 算数Ａ
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算数Ａ１ 計算の能力（計算の意味と計算の仕方の理解）
出題の趣旨
計算の能力を身に付けているかどうかをみる。
・乗法で表すことができる二つの数量の関係を理解していること。
・小数の乗法の問題場面において，二つの数量の関係を数直線に表すこと。
・小数の乗法において，乗数を整数に置き換えて考えるときに用いる，乗法の性質を理解し
ていること。
設問(1)
趣旨
具体的な問題場面において，乗法で表すことができる二つの数量の関係を理解しているか
どうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ａ 数と計算
(3) 乗法についての理解を深め，その計算が確実にできるようにし，それを適切に用い
る能力を伸ばす。
イ 乗法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係
(1) 表を用いて，伴って変わる二つの数量の関係を考察できるようにする。
ア 簡単な場合について，比例の関係があることを知ること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (1) ２ｍ買ったとき ３ｍ買ったとき
１ 180 と解答しているもの 97.0 ◎
２ 240 と解答しているもの 0.1
３ 120 と解答 360 と解答しているもの 0.1
４
類型１から類型３以外の解答
0.7
無解答
５ 30 と解答 20 と解答しているもの 0.4
６ 62 と解答 63 と解答しているもの 0.0
７ 【２ｍ買ったとき】に，60 と解答しているもの 0.1
９ 上記以外の解答 1.2
０ 無解答 0.4
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，97.0％であり，具体的な問題場面において，乗法で表すことができる
二つの数量の関係を理解することは相当数の児童ができている。
○ 「４年間のまとめ【小学校編】」において，「小数の乗法の意味について理解し，問題の
場面から式を考えること」に課題があると指摘している。本設問は，この課題に基づき，「具
体的な問題場面において，乗法で表すことができる二つの数量の関係を理解しているかどう
かをみる」という趣旨で出題し，乗数が整数の問題場面を取り上げたところ，正答率は97.0％
であった。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ19Ａ４ 210×0.6の式で答えが求められる問題を選ぶ 54.3％ P.23～P.25 P.141～P.142
Ｈ22Ａ２(1)
８ｍの重さが４kgの棒の１ｍの重さを求める式と
54.1％ P.18～P.20 P.148～P.150
答えを書く
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.28～P.29，P.116～P.117，P.123～P.124
学習指導に当たって
問題場面における二つの数量の関係を理解できるようにする
○ 問題場面を的確に捉え，二つの数量の関係を理解することは，問題を解決する上で引き続き
大切である。
指導に当たっては，児童自らが「買うリボンの長さを小数にした場合はどのような式になる
のかな。」などと問いをもつことができるようにすることが大切である。例えば，本設問を用い
て，買うリボンの長さが２ｍ，３ｍの場合について考察する場を設けた後，児童が日常生活を
振り返ったり，今までに学習した数について確認したりすることで，買うリボンの長さを小数
にして考えてみようとする態度を引き出すことが考えられる。その上で，乗数が整数の場合を
基に，乗数が小数の場合について数直線などに数量の関係を表現する活動が考えられる。
このように，児童自らが既習の内容を基に，未習の内容について主体的に考えようとする態
度を育てながら，二つの数量の関係を捉えることができるようにすることが大切である。
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設問(2)
趣旨
１より小さい小数をかける乗法の問題場面を理解し，数量の関係を数直線に表すことがで
きるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(3) 小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いることができるよ
うにする。
ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして，乗数や除数が小数であ
る場合の乗法及び除法の意味について理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (2) 60の場所 0.4の場所 □の場所
１ エ と解答 ア と解答しているもの 70.0 ◎
２ オ と解答 ウ と解答しているもの 0.4
３
イ と解答
ア と解答 エ と解答しているもの 2.8
４ ウ と解答 オ と解答しているもの 0.1
５
類型１から類型４以外の解答
7.9
無解答
６
イ以外の解答
エ と解答 ア と解答しているもの 6.7
無解答
９ 上記以外の解答 10.4
０ 無解答 1.7
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，70.0％である。解答類型１から解答類型５を合わせた反応率が81.2％
であることから，「１ｍあたりの値段の60」を数直線に表すことは相当数の児童ができてい
る。
○ 誤答について
・ 解答類型５の反応率が7.9％である。その中には，「60の場所」にイ，「0.4の場所」にエ，
「□の場所」にウ，という解答がある。□が代金を表していることを捉えることはできて
いるが，買うリボンの長さと代金を対応させることはできていないと考えられる。
・ 解答類型９の反応率が10.4％である。その中には，「60の場所」にア，「0.4の場所」にイ，
「□の場所」にウ，という解答がある。二つの数量の関係を適切に捉え，数直線に表され
ている数量と対応させることができていないと考えられる。
○ 「４年間のまとめ【小学校編】」において，「小数の乗法の意味について理解し，問題の
場面から式を考えること」に課題があると指摘している。本設問は，この課題に基づき，「１
より小さい小数をかける乗法の問題場面を理解し，数量の関係を数直線に表すことができる
かどうかをみる」という趣旨で出題し，正答率は70.0％であった。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ19Ａ４ 210×0.6の式で答えが求められる問題を選ぶ 54.3％ P.23～P.25 P.141～P.142
Ｈ21Ａ２(1) 数直線上に示された１万より大きい数を読み取る 64.3％ P.20～P.23 P.223～P.224
Ｈ22Ａ２(1)
８ｍの重さが４kgの棒の１ｍの重さを求める式と
54.1％ P.18～P.20 P.148～P.150
答えを書く
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.28～P.29，P.116～P.117，P.123～P.124
「平成21年度【小学校】授業アイディア例」P.6
学習指導に当たって
問題場面を的確に捉え，数量の関係を図や数直線などに表すことができるようにする
○ 問題場面を的確に捉え，数量の関係を図や数直線などに表すことは，問題を解決する上で
大切である。その際，数直線上の数量の対応関係や大小関係を的確に捉えることが大切であ
る。
指導に当たっては，例えば，１ｍ当たりの値段が60円のリボンを何ｍか買う場面において，
下のように，テープの図と数直線を合わせた図を用いて，基準量に当たる１に対応する数量
が60であること，さらに，２ｍ当たりの代金が120円，0.1ｍ当たりの代金が６円であること
を確認した上で，0.4と□が対応することについて説明し合う活動が考えられる。なお，数
直線と関連付けて，60×0.4の式を立てた際に，「60を１とみたとき，0.4に当たる大きさを
求める計算です。」などと言葉で表し，乗法の意味を説明する活動も考えられる。
０
代金
長さ
（円）60
１０ （ｍ）
□
0.4
６
0.1
120
２
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設問(3)
趣旨
（整数)×(小数）の計算において，乗数を整数に置き換えて考えるときに用いる，乗法の
性質を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(3) 小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いることができるよ
うにする。
イ 小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。また，余
りの大きさについて理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (3) １ １ と解答しているもの 4.7
２ ２ と解答しているもの 91.1 ◎
３ ３ と解答しているもの 2.7
９ 上記以外の解答 0.8
０ 無解答 0.7
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，91.1％であり，（整数)×(小数）の計算において，乗数を整数に置き
換えて考えるときに用いる，乗法の性質を理解することは相当数の児童ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ28Ａ１(2)
2.1÷0.7を，除数が整数になるように工夫して計
68.7％ P.14～P.19 P.27～P.29
算するとき，ふさわしい数値の組み合わせを書く
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学習指導に当たって
乗法の性質を用いて，小数の乗法の計算の仕方を考えることができるようにする
○ 小数の乗法の計算においては，小数の仕組みを基に，乗法の性質を用いて，計算の仕方を
考えることができるようにすることは引き続き大切である。
指導に当たっては，60×２の積と60×20の積を比較するなど，整数の乗法の計算の仕方に
おいて，乗数を10倍すると積も10倍になるという乗法の性質が成り立つことを確認する活動
が考えられる。その後に，下のように，小数の乗法においても同様の性質が成り立つことを
生かしながら，小数の乗法を整数の乗法に置き換えて小数倍の積を求める活動が考えられる。
また，例えば，乗法の性質と下のような除法の性質を比較することで，それぞれの性質の
理解を深める場を設けることも考えられる。
除法の性質
乗法の性質
24 ÷ 0.4 ＝ 60 (0.4ｍが24円のリボンの１ｍ当たりの代金を求める式)
×10
240 ÷ ４ ＝ (４ｍが240円のリボンの１ｍ当たりの代金を求める式)60
×10
買うリボンの長さを10倍にして，代金も10倍にしている
から，１ｍ当たりの代金に変わりは無い
60 × 0.4 ＝ (１ｍが60円のリボンを0.4ｍ買うときの代金を求める式)
60 × ４ ＝ 240 (１ｍが60円のリボンを４ｍ買うときの代金を求める式)
×10 ×10 買うリボンの長さを10倍にすると，㋐の代金も10倍になる
60 × 0.4 ＝ (１ｍが60円のリボンを0.4ｍ買うときの代金を求める式)
60 × ４ ＝ 240 (１ｍが60円のリボンを４ｍ買うときの代金を求める式)
×10 ÷10
買うリボンの長さを10倍にすると，㋐の代金も10倍になる
ので，240を10でわると㋐の代金が求められ，24になる
24
㋐
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本問題全体の学習指導に当たって
問題を解決する過程で，「計算の意味」と「計算の仕方」を関連付けて，計算の能力を身
に付けることができるようにする
○ 整数，小数及び分数の計算においては，問題を解決する過程で，計算の意味と計算の仕方
を関連付けて，計算の能力を身に付けることができるようにすることが大切である。
指導に当たっては，問題場面の二つの数量の関係を，図や数直線などに表す活動が考えら
れる。その上で，図や数直線と関連付けながら，式を立てたり計算の結果を求める方法を考
察したりする活動を設けることが考えられる。その際，計算の結果を求める方法と計算の性
質を関連付けて捉えたことや立てた式の意味について説明することで，計算の意味と計算の
仕方を実感的に理解できるようにすることが大切である。
なお，計算の能力を育成するために，日常生活の事象と関連付けた場面を設定できるよう
な単元の計画を構想し，計算に習熟することと，計算を生活や学習に活用することができる
ようにすることも大切である。
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算数Ａ２ 四則計算
出題の趣旨
四則計算の技能を身に付けているかどうかをみる。
・整数，小数の計算をすること。
・四則の混合した計算をすること。
・除法の結果を分数で表すこと。
設問(1) 「１２３×５２」
趣旨
整数の乗法「（３位数)×(２位数）」の計算をすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ａ 数と計算
(3) 乗法についての理解を深め，その計算が確実にできるようにし，それを適切に用い
る能力を伸ばす。
イ 乗法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (1) １ 6396 と解答しているもの 85.3 ◎
２ 6296 と解答しているもの 1.5
３ 5396 と解答しているもの 0.5
４ 5296 と解答しているもの 0.0
５ 861 と解答しているもの 0.2
６ 61746 または 615246 と解答しているもの 0.0
７ 51746 または 515246 と解答しているもの 0.0
８ 51396 または 510396 と解答しているもの 0.4
９ 上記以外の解答 11.6
０ 無解答 0.5
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，85.3％であり，整数の乗法「（３位数)×(２位数）」の計算をすること
は相当数の児童ができている。
○ 誤答については，解答類型９の反応率が11.6％である。その中には，1396という解答があ
る。下のように，被乗数の百の位の１と乗数の十の位の５を計算していないと考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ20Ａ１(2) 52×41 を計算する 86.5％ P.14～P.19 P.179
Ｈ21Ａ１(2) 725×８ を計算する 85.7％ P.14～P.19 P.216
Ｈ26Ａ１(2) 903×６ を計算する 92.9％ P.14～P.21 P.26
学習指導に当たって
整数の乗法の計算が確実にできるようにする
○ 第３学年の指導内容である，「（３位数)×(２位数）」の計算が確実にできるようにするこ
とは引き続き大切である。調査結果から相当数の児童ができているが，整数の乗法の計算は，
基盤となる重要な内容なので，学習する学年以降も適宜練習の機会を設けて指導することが
大切である。
指導に当たっては，乗数が２位数の場合は，何十をかける計算や１位数をかける計算に基
づいて計算できることを確認する活動が考えられる。また，計算の結果を見積もったり，計
算の処理を誤った例を提示して，誤りの箇所を指摘し，根拠を示しながら修正したりする活
動を適宜設けることも考えられる。
１２３
× ５２
２４６
１１５
１３９６
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設問(2) 「１０.３＋４」
趣旨
小数と整数の加法「（小数)＋(整数）」の計算をすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ａ 数と計算
(5) 小数とその加法及び減法についての理解を深めるとともに，小数の乗法及び除法の
意味について理解し，それらを用いることができるようにする。
イ 小数の加法及び減法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (2) １ 14.3 と解答しているもの 79.9 ◎
２ 143 と解答しているもの 0.1
３ 10.7 と解答しているもの 14.7
４ 107 と解答しているもの 0.1
５ 50.3 と解答しているもの 1.8
６ 503 と解答しているもの 0.0
７ 10.34 と解答しているもの 0.0
9.9 と解答しているもの
８
6.3 と解答しているもの
0.1
99 と解答しているもの
63 と解答しているもの
９ 上記以外の解答 2.8
０ 無解答 0.4
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，79.9％である。
○ 誤答については，10.7と解答している解答類型３の反応率が14.7％である。位を正しくそ
ろえずに，末尾をそろえて， の位の数３と一の位の数４を加えていると考えられる。
このことは，平成20年度【小学校】算数Ａ１(3)(反応率13.1％)，平成22年度【小学校】
算数Ａ１(4)(反応率10.2％)，平成26年度【小学校】算数Ａ１(3)(反応率9.7％)においても
同様の傾向が見られた。
10
１
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（参考）
※平成20・22・26・29年度調査問題
問題番号 問題の概要 正答率 典型的な誤答 反応率
Ｈ20Ａ１(3) ６＋0.5 を計算する 83.1％
一の位の数６と の位の数５を加えている
13.1％
：11 または 1.1
Ｈ22Ａ１(4) ８－0.5 を計算する 83.4％
末尾をそろえて一の位の数８から の位
10.2％
の数５を引いている：0.3
Ｈ26Ａ１(3) ９－0.8 を計算する 83.9％
位をそろえずに末尾をそろえて計算してい
9.7％
る：0.1
Ｈ29Ａ２(2) 10.3＋４ を計算する 79.9％
位を正しくそろえずに末尾をそろえて計算
14.7％
している：10.7
（参照）「平成20年度【小学校】報告書」P.180
「平成22年度【小学校】報告書」P.145
「平成26年度【小学校】報告書」P.27
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ20Ａ１(3) ６＋0.5 を計算する 83.1％ P.14～P.19 P.180
Ｈ22Ａ１(4) ８－0.5 を計算する 83.4％ P.12～P.17 P.145
Ｈ24Ａ１(3) 4.6－0.21 を計算する 63.5％ P.12～P.19 P.175～P.177
Ｈ25Ａ１(2) 0.75＋0.9 を計算する 71.5％ P.14～P.21 P.26～P.27
Ｈ26Ａ１(3) ９－0.8 を計算する 83.9％ P.14～P.21 P.27
Ｈ27Ａ２(2) 6.79－0.8 を計算する 69.7％ P.19～P.24 P.32～P.34
Ｈ28Ａ２(2) 4.65＋0.3 を計算する 77.3％ P.20～P.25 P.34～P.36
学習指導に当たって
小数の加法及び減法の計算が確実にできるようにする
○ 第４学年の指導内容である,小数の加法及び減法が確実にできるようにすることが大切で
ある。
指導に当たっては，乗法の性質と筆算を関連付けながら，末尾をそろえて計算する理由を
説明する活動が考えられる。また，例えば，計算の結果のおよその大きさを見積もり，計算
の結果と見積りの結果が大きく異なっていないかどうかを振り返る活動や，下のように，整
数及び小数の乗法と整数及び小数の加法の筆算の仕方を比較する場を設け，筆算の仕方につ
いて確認する活動も考えられる。さらに，10.3＋４の誤った計算の結果として10.7を提示し
て，誤りの箇所を指摘し，計算の仕方を振り返りながら修正する活動も考えられる。
乗法と加法の筆算の比較
位をそろえて位ごとに計算する
＋ ４
１０３
１４３
.
.
＋ ４
１０３
１０７
加法の筆算
末尾をそろえて計算する
× ４
１０３
４１２
.
.
× ４
１０３
４１２
乗法の筆算
10
１
10
１
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設問(3) 「６＋０.５×２」
趣旨
加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ａ 数と計算
(5) 小数とその加法及び減法についての理解を深めるとともに，小数の乗法及び除法の
意味について理解し，それらを用いることができるようにする。
ウ 乗数や除数が整数である場合の小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それら
の計算ができること。
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする。
ア 四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解し，正しく計算すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (3) １ ７ と解答しているもの 66.8 ◎
２ 13 と解答しているもの 17.2
３ 16 と解答しているもの 2.2
４ 2.2 または 22 と解答しているもの 5.1
５ ６ または 60 と解答しているもの 2.4
６ 130 と解答しているもの 0.9
７ 1.3 と解答しているもの 0.3
８ 1.6 と解答しているもの 0.7
９ 上記以外の解答 3.7
０ 無解答 0.6
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，66.8％であり，加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすることに
課題がある。
○ 誤答については，13と解答している解答類型２の反応率が17.2％である。加法と乗法の混
合した計算であるにもかかわらず，乗法を先に計算せず，６＋0.5から計算していると考え
られる。
解答類型１（0.5×２を先に計算した場合）
②
①
６ ＋ 0.5 × ２
解答類型２（６＋0.5を先に計算した場合）
②
①
６ ＋ 0.5 × ２
①
② ６ ＋ １ ＝ ７
0.5 × ２ ＝ １ ①
②
６
× ＝ 13
0.5＋ ＝ 6.5
２6.5
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○ 本設問は，平成19年度【小学校】算数Ａ１(7)と同一の問題であり，正答率を比較すると2.3
ポイント低くなっている。また，典型的な誤答を見ると，式の左から順に計算している児童
の割合は，平成19年度調査では13.3％，本設問では17.2％であり，反応率は3.9ポイント高
くなっている。「４年間のまとめ【小学校編】」において，「計算の順序についてのきまりな
どを理解すること」に課題があると指摘しており，また，下のように，平成20年度以降の調
査においても，典型的な誤答である式の左から順に計算している反応率が高かったが，本設
問でも同様の傾向が見られた。
（参考）
※同一の問題
問題番号 問題の概要 正答率 典型的な誤答 反応率
Ｈ19Ａ１(7) ６＋0.5×２ を計算する 69.1％ 左から順に計算している：13 13.3％
Ｈ29Ａ２(3) ６＋0.5×２ を計算する 66.8％ 左から順に計算している：13 17.2％
（参照）「平成19年度【小学校】報告書」P.136
「４年間のまとめ【小学校編】」P.36～P.38，P.146
※平成20・21・22・26年度調査問題
問題番号 問題の概要 正答率 典型的な誤答 反応率
Ｈ20Ａ１(5) ３＋２×４ を計算する 71.1％ 左から順に計算している：20 23.3％
Ｈ21Ａ１(6) 80－30÷５ を計算する 67.0％ 左から順に計算している：10 26.1％
Ｈ22Ａ１(6) 50＋150×２ を計算する 66.3％ 左から順に計算している：400 29.3％
Ｈ26Ａ１(5) 100－20×４ を計算する 81.1％ 左から順に計算している：320 15.5％
（参照）「平成20年度【小学校】報告書」P.182
「平成21年度【小学校】報告書」P.220～P.221
「平成22年度【小学校】報告書」P.147
「平成26年度【小学校】報告書」P.29～P.30
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ19Ａ１(7) ６＋0.5×２ を計算する 69.1％ P.12～P.17 P.136
Ｈ20Ａ１(5) ３＋２×４ を計算する 71.1％ P.14～P.19 P.182
Ｈ21Ａ１(6) 80－30÷５ を計算する 67.0％ P.14～P.19 P.220～P.221
Ｈ22Ａ１(6) 50＋150×２ を計算する 66.3％ P.12～P.17 P.147
Ｈ26Ａ１(5) 100－20×４ を計算する 81.1％ P.14～P.21 P.29～P.30
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.36～P.38，P.146，P.152，P.156，P.157～P.158
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学習指導に当たって
計算の順序についてのきまりを確実に理解できるようにする
○ 計算の順序についてのきまりは，単に暗記するだけではなく，具体的な場面と関連付け
ながら理解できるようにすることが大切である。
指導に当たっては，例えば，体育科のハードル走の学習場面において，下の式に数値を
当てはめて，目標のタイムを求める活動を設けることが考えられる。
その際，目標のタイムを式の左から順に計算して求めた場合は，40ｍ走のタイムとかけ離
れた数値になっていることを，具体的な場面と照らし合わせながら振り返ることで，計算の
順序が誤っていることに気付くことができるようにすることが大切である。
なお，６＋４×２について，式の左から順に計算した場合と，計算のきまりを基に正し
く計算した場合を，下のような図に表し比較することで，計算のきまりについて確認する
活動も考えられる。
40ｍ走のタイム＋0.4(秒)×ハードルの数＝目標のタイム
40ｍハードル走の目標のタイムを求める式
式の左から順に計算した場合
６＋４＝10
６
４
（６＋４）×２＝20
２
６
４
正しく計算した場合
４×２＝８
２
４
６＋４×２＝14
６
４×２
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設問(4) 「５÷９（商を分数で表しましょう。）」
趣旨
商を分数で表すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(4) 分数についての理解を深めるとともに，異分母の分数の加法及び減法の意味につい
て理解し，それらを用いることができるようにする。
イ 整数の除法の結果は，分数を用いると常に一つの数として表すことができること
を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (4) １ と解答しているもの 69.4 ◎
２ または と解答しているもの 6.4
商を小数で表しているもの
３ 例 0.55 4.2
例 0.56
類型１以外で0.555…を分数で表そうとしているもの
例４ 6.9
例
５ 1.8 と解答しているもの 0.8
９ 上記以外の解答 8.5
０ 無解答 3.8
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，69.4％であり，商を分数で表すことに課題がある。
○ 誤答について
・ または と解答している解答類型２の反応率が6.4％である。被除数を分母に，除
数を分子にしていると考えられる。
・ 解答類型４の反応率が6.9％である。５÷９を約0.55や約0.56と捉えた後，0.55や0.56
を分数で表していると考えられる。
・ 解答類型９の反応率が8.5％である。その中には，5.55…という解答がある。５÷９の
計算を誤っていると考えられる。
９
５
５
９
５
４
１
100
56
100
55
５
９
５
４
１
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○ 本設問の結果を，同様の趣旨で出題した平成20年度【小学校】算数Ａ１(6)の結果と比較
すると，下のようになる。正答率は4.4ポイント低くなっていることから，商を分数で表す
ことについて依然として課題がある。典型的な誤答を見ると，被除数を分母に，除数を分子
にしている児童の割合は，平成20年度調査では5.3％，本設問では6.4％であり，反応率は1.1
ポイント高くなっている。また，平成20年度調査では，解答類型９の中に，２÷３を約0.6
と捉え，0.6を分数で表している誤答が見られたが，本設問では，同様の誤答である解答類
型４の反応率が6.9％であった。
（参考）
※平成20・29年度調査問題
問題番号 問題の概要 正答率 典型的な誤答 反応率
被除数を分母に，除数を分子に
Ｈ20Ａ１(6) ２÷３の商を分数で表す 73.8％ している 5.3％
：
被除数を分母に，除数を分子に
Ｈ29Ａ２(4) ５÷９の商を分数で表す 69.4％ している 6.4％
： または
（参照）「平成20年度【小学校】報告書」P.183
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ20Ａ１(6) ２÷３の商を分数で表す 73.8％ P.14～P.19 P.183
２
３
５
４１
５
９
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学習指導に当たって
整数の除法の結果は分数で表すことができることを理解できるようにする
○ a ÷ b（a，b は整数で b は０でない）の商を という分数で表したり， を a ÷ b と表
したりすることで，除法の被除数，除数と商の分子，分母の関係を確実に理解できるように
することが大切である。
指導に当たっては，例えば，下のような図を用いて，５÷９の場合，「５Ｌの図を９等分
し，その一つ分が Ｌになる」ことを説明する活動が考えられる。
また，例えば，「２ｍのテープは，３ｍのテープの何倍になるか」を考える場面で，２÷３
と立式した後，商を と表現することで，何倍かを表すときにも分数を用いることがある
ことを確認する活動も考えられる。さらに， を２÷３と表し計算することで，分数の大き
さの見当をつける活動も考えられる。
このほかにも，例えば，第６学年の学習では，２：３の比の値を，２÷３を用いて と
することで，商を表す分数を活用する場面がある。その際，整数の除法の結果を分数で表す
学習を振り返ることで，比の値を求めるときにも分数が用いられることを確認することが大
切である。
b
a
b
a
５Ｌ ５Ｌを９等分したものの一つ分
１Ｌ １Ｌ １Ｌ
Ｌ
９
５
９
５
３
２
３
２
３
２
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算数Ａ３ 最小公倍数
出題の趣旨
二つの数の最小公倍数を求めることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(1) 整数の性質についての理解を深める。
イ 約数，倍数について知ること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ １ 24 と解答しているもの 86.3 ◎
２ 96 と解答しているもの 0.1
３ 類型１，類型２以外で，８と12の公倍数を解答しているもの 1.4
４ ４ と解答しているもの 1.7
５ ２ と解答しているもの 4.3
６ １ と解答しているもの 0.5
７ 24を含めて８と12の公倍数を複数解答しているもの 0.6
８
類型１から類型３以外で，８の倍数または12の倍数を解答している
1.0
もの
９ 上記以外の解答 2.9
０ 無解答 1.2
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，86.3％であり，二つの数の最小公倍数を求めることは相当数の児童が
できている。
（参考）
※同一の問題
【中学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ａ１(1) ８と12の最小公倍数を求める 69.1％ P.14～P.18 P.211
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学習指導に当たって
算数の問題場面で活用しながら最小公倍数の意味を理解できるようにする
○ 具体的な問題場面を基に，最小公倍数や最大公約数の意味について確実に理解できるよう
にすることは引き続き大切である。
指導に当たっては，異分母の分数の加法や減法，単位量当たりの大きさ，速さなどの学習
場面で，最小公倍数や最大公約数を活用していることを，用語とともに確認する活動が考え
られる。
なお，公倍数や公約数は，中学校における分数を含む文字式の計算や連立二元一次方程式
を加減法で解く際にも活用されるため，確実に理解できるようにすることが大切である。
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算数Ａ４ 量の比較や測定
出題の趣旨
任意単位による測定について理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 量と測定
(1) 大きさを比較するなどの活動を通して，量とその測定についての理解の基礎となる
経験を豊かにする。
ア 長さ，面積，体積を直接比べること。
イ 身の回りにあるものの大きさを単位として，その幾つ分かで大きさを比べること。
〔第３学年〕 Ｂ 量と測定
(1) 長さについての理解を深めるとともに，重さについて単位と測定の意味を理解し，
重さの測定ができるようにする。
イ 重さの単位（グラム（ｇ），キログラム（kg））について知ること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ １ １，４ と解答しているもの 70.8 ◎
２ １，２ と解答しているもの 5.4
３ １，３ と解答しているもの 7.1
４ ２，３ と解答しているもの 3.5
５ ２，４ と解答しているもの 5.6
６ ３，４ と解答しているもの 6.7
７ １のみを解答しているもの 0.1
８ ４のみを解答しているもの 0.1
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 0.6
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，70.8％である。
○ 誤答については，解答類型３の反応率が7.1％である。重さに関する任意単位による測定
については理解できているが，長さに関する任意単位による測定については理解できていな
いと考えられる。
学習指導に当たって
既習の量の比較や測定の方法を活用するとともに，異なる種類の量において共通する比
較や測定の方法について実感的に理解できるようにする
○ 量の比較や測定においては，直接比較，間接比較，任意単位による測定，普遍単位による
測定について，それぞれのよさを理解し，新たに学習する量の比較や測定に活用することが
できるようにすることが大切である。また，長さやかさなどの異なる種類の量の比較や測定
において，共通する比較や測定の方法が用いられていることを実感的に理解できるようにす
ることも大切である。
指導に当たっては，児童が，既習の量の比較や測定の方法を想起して，新たに学習する量
の比較や測定に活用することができるように，既習の内容を振り返ったり，比較や測定の方
法について見通しをもったりすることができるようにするなど，授業の展開を工夫すること
が考えられる。また，長さやかさなどの異なる種類の量の比較や測定の方法について共通点
を見いだし，統合的に捉える活動も考えられる。その際，任意単位の幾つ分という同じ見方
で，大きさの違いを明確に表して比べていることを実感できるように，系統性を意識した指
導が大切である。
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算数Ａ５ 高さが等しい図形の面積
出題の趣旨
高さが等しい平行四辺形と三角形について，底辺と面積の関係を理解しているかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｂ 量と測定
(1) 図形の面積を計算によって求めることができるようにする。
ア 三角形，平行四辺形，ひし形及び台形の面積の求め方を考えること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ １ ２，３ と解答しているもの 67.2 ◎
２ ２ と解答しているもの 9.3
３ ３ と解答しているもの 2.7
４ ４ と解答しているもの 2.9
５ １，２，４ と解答しているもの 0.5
６ １，３，４ と解答しているもの 0.3
７
１ と解答しているもの
2.0
１，２ と解答しているもの
１，２，３ と解答しているもの
８ ２，３，４ と解答しているもの 3.8
１，２，３，４ と解答しているもの
９ 上記以外の解答 10.2
０ 無解答 1.2
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，67.2％であり，高さが等しい平行四辺形と三角形について，底辺と面
積の関係を理解することに課題がある。
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○ 誤答について
・ 解答類型２の反応率が9.3％である。底辺の長さと高さが等しい平行四辺形と三角形に
おいて，向きや形に依存せずに，三角形の面積(「底辺×高さ÷２」で求めることができ
る面積)は平行四辺形の面積(「底辺×高さ」で求めることができる面積)の半分であるこ
とは理解できているが，高さは図形の内部にのみあるものと捉えていると考えられる。
・ 解答類型９の反応率が10.2％である。その中には，「２，４」という解答がある。３を
選択せず，４を選択していることから，底辺の長さと高さがそれぞれ等しい平行四辺形と
三角形において，三角形の面積(「底辺×高さ÷２」で求めることができる面積)が平行四
辺形の面積(「底辺×高さ」で求めることができる面積)の半分であることは理解できてい
ないと考えられる。また，高さは図形の内部にのみあるものと捉えていると考えられる。
○ 「４年間のまとめ【小学校編】」において，「方眼上の高さが外にある三角形の面積を求
めること」に課題があると指摘している。また，平成28年度【小学校】算数Ａ５において，
水平な辺を底辺としたとき，高さが底辺に対して垂直であることは理解できているが，高さ
は三角形の内部にのみあるものと捉えていると考えられる誤答（反応率7.3％）が見られた。
本設問は，この課題を基に選択肢３を含めて出題し，正答率は67.2％であったことから，高
さが図形の外にある三角形の面積を求めることについての指導の改善・充実が今後も求めら
れる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ19Ａ５(1)
底辺４cm，高さ６cmの平行四辺形の面積を求める
96.0％ P.26～P.28 P.144
式と答えを書く
Ｈ19Ａ５(2)
底辺６cm，高さ４cmの三角形の面積を求める式と
89.5％ P.26～P.28 P.145
答えを書く
Ｈ20Ａ５
底辺８cm，高さ６cm，斜辺７cmの平行四辺形の面
85.3％ P.30～P.31 P.194～P.195
積を求める式と答えを書く
Ｈ21Ａ６ 方眼上の三角形の面積を求める式を書く 67.1％ P.36～P.38 P.236～P.238
Ｈ23Ａ４
底辺７cm，高さ３cm，斜辺４cmの平行四辺形の面
未実施 P.28～P.29 未実施
積を求める式と答えを書く
Ｈ24Ａ５(2) 三角形の底辺に対応する高さを選ぶ 54.9％ P.32～P.35 P.204～P.205
Ｈ25Ｂ３(1)
三人の児童の説明に対応する，長方形を４等分し
87.4％ P.56～P.62 P.69～P.70
た図をそれぞれ選ぶ
示された分け方が元の長方形を４等分しているこ
Ｈ25Ｂ３(2) との説明として，二つの三角形の面積が等しいこ 42.8％ P.56～P.62 P.70～P.72
とを書く
Ｈ28Ａ５ 三角形の底辺に対応する高さを選ぶ 82.1％ P.33～P.34 P.47～P.49
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.30～P.32，P.134～P.135
「平成21年度【小学校】授業アイディア例」P.7
「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.19～P.20
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学習指導に当たって
図形を構成する活動を通して，平行四辺形と三角形の面積の関係を理解できるようにする
○ 底辺の長さと高さがそれぞれ等しい平行四辺形と三角形においては，図形の向きや形に依
存せずに，三角形の面積は平行四辺形の面積の半分であることを理解できるようにすること
が大切である。
指導に当たっては，例えば，下のように，二つの合同な三角形を組み合わせたり，平行四
辺形を対角線で二つの合同な三角形に分割したりすることで，三角形と平行四辺形の面積を
比較し，三角形アと三角形イの面積が等しくなることを説明する活動が考えられる。その際，
平行四辺形の面積を求める式と三角形の面積を求める式を比較し，三角形の面積を求める式
にある「÷２」の意味を確認することが大切である。
このような活動を通して，面積を求める式と具体的な図の併用で，高さを固定した平行四
辺形や三角形について，面積の求め方の理解を深めることも大切である。
二つの合同な三角形
を組み合わせる
対角線で二つの合同な
三角形に分割する
平行四辺形の面積
は三角形アの面積
の２倍になる
三角形イの面積は
平行四辺形の面積
の半分になる
高さ
底辺
底辺
底辺
底辺
底辺
ア
イ
底辺
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算数Ａ６ 正多角形の性質
出題の趣旨
正五角形は，五つの合同な二等辺三角形で構成できることを理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｃ 図形
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，平面図形についての理解を深める。
ア 多角形や正多角形について知ること。
ウ 図形の性質を見いだし，それを用いて図形を調べたり構成したりすること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
６ １ 72 と解答しているもの 75.7 ◎
２ 108 と解答しているもの 1.2
３ 54 と解答しているもの 0.2
４
20 と解答しているもの
1.8
36 と解答しているもの
５ 60 と解答しているもの 5.0
６ 90 と解答しているもの 1.1
７ 60から90までの数で，60，72，90 以外を解答しているもの 5.7
８ 45 と解答しているもの 2.0
９ 上記以外の解答 5.1
０ 無解答 2.3
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，75.7％である。
○ 誤答について
・ 「60（度）」と解答している解答類型５の反応率が5.0％である。三角形ＯＡＢを正三角
形と捉えていると考えられる。
・ 解答類型７の反応率が5.7％である。その中には，「75（度）」という解答がある。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ａ６(1)
三つの角の大きさが60°，80°，90°である四角
77.2％ P.36～P.39 P.207～P.208
形の，残りの角の大きさを書く
Ｈ28Ｂ５(1)
示された形をつくることができることを説明する
7.0％ P.78～P.82 P.93～P.95
式の意味を，数や演算の表す内容に着目して書く
Ｈ28Ｂ５(2) 示された四角形を並べてできる図形を選ぶ 25.4％ P.78～P.82 P.95～P.96
（参照）「平成28年度【小学校】授業アイディア例」P.13～P.14
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学習指導に当たって
いろいろな正多角形を構成する活動を通して，正多角形の性質の理解を深めることがで
きるようにする
○ いろいろな正多角形の構成・分解などの活動を通して，正多角形の性質を見いだしたり振
り返ったりすることにより，その性質の理解を深めることが大切である。
指導に当たっては，円を用いて正多角形をかく活動を設け，その中で，「正多角形は合同
な二等辺三角形で構成できる」という性質を見いだすことができるようにすることが考えら
れる。さらに，見いだした性質を活用して，いろいろな正多角形をかく活動を設けることも
考えられる。
例えば，本設問を用いて，正五角形をかく場面を設けて，三角形ＯＡＢが二等辺三角形で
あることを確認した上で，角㋐の大きさが何度になるかを考える活動が考えられる。その際，
角の大きさを70°や75°などのように，直観的に判断した児童がいる場合は，正多角形の性
質を振り返ることで，円の中心のまわりの角の大きさを５等分すればよいことから，360÷５
と立式し，72°と求めることを確認することが大切である。さらに，いろいろな正多角形に
ついても，同じ性質が成り立っていることを確認して，実際に正多角形をかくことにより，
その性質の理解を深めることが大切である。
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算数Ａ７ 立方体の面と面の位置関係
出題の趣旨
立方体の面と面の位置関係を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｃ 図形
(2) 図形についての観察や構成などの活動を通して，立体図形について理解できるよう
にする。
ア 立方体，直方体について知ること。
イ 直方体に関連して，直線や平面の平行や垂直の関係について理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
７ １ １ と解答しているもの 0.7
２ ２ と解答しているもの 86.8 ◎
３ ３ と解答しているもの 3.5
４ ４ と解答しているもの 3.1
５ ５ と解答しているもの 4.6
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 1.0
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分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，86.8％であり，立方体の面と面の位置関係を理解することは相当数の
児童ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ22Ａ６
立方体の展開図をかく場面で，５つの面が示され
88.4％ P.34～P.36 P.166～P.167
たとき，残りの１つの面をかく場所を選ぶ
Ｈ24Ａ６(2) 直方体において，与えられた面に垂直な辺を書く 65.0％ P.36～P.39 P.209～P.210
Ｈ27Ａ６(2)
作成途中の直方体の展開図について，残りの一つ
67.8％ P.36～P.39 P.52～P.54
の面を付けてかく辺を選ぶ
Ｈ28Ａ７ 直方体において，示された面に垂直な面を選ぶ 78.2％ P.38～P.39 P.53～P.54
学習指導に当たって
具体物を用いた立体図形の構成活動を通して，立体図形の面と面の位置関係について理
解できるようにする
○ 見取図や展開図は，立体図形を平面上に表現する方法である。立体図形の面と面のつなが
りや，それらの位置関係について，見取図や展開図と関連付けながら理解できるようにする
ことは引き続き大切である。
指導に当たっては，具体物を用いた活動を通して，立体図形を切り開いてできる展開図や，
展開図からできあがる立体図形を想像する機会を設けることが大切である。立体図形を展開
図に表したり，展開図から立体図形を作ったりする際には，面と面の垂直や平行といった
位置関係について想像した上で，実際に組み立てた立体と見取図，展開図を関連付けながら，
垂直や平行になっている面を確認する活動も大切である。
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算数Ａ８ □を使った式
出題の趣旨
未知の数量を表す□を用いて，問題場面を除法の式に表すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする。
イ 数量を□などを用いて表し，その関係を式に表したり，□などに数を当てはめて
調べたりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ １ １ と解答しているもの 7.7
２ ２ と解答しているもの 2.0
３ ３ と解答しているもの 83.7 ◎
４ ４ と解答しているもの 5.2
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 1.3
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，83.7％であり，未知の数量を表す□を用いて，問題場面を除法の式に
表すことは相当数の児童ができている。
○ 誤答については，１を選択している解答類型１の反応率が7.7％である。問題文に示され
ている数量の順番に着目しながら，乗法の場面であると捉えていると考えられる。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
正五角形の１辺の長さを□cm，まわりの長さを
Ｈ26Ａ９ △cmとしたときの，□と△の関係を正しく表して 82.1％ P.40～P.41 P.52～P.53
いる式を選ぶ
学習指導に当たって
場面を的確に捉え，未知の数量を表す□などの記号を用いて立式することができるよう
にする
○ 未知の数量を□などの記号を用いて表現することにより，文脈通りに数量の関係を立式す
ることができるようにすることは引き続き大切である。
指導に当たっては，場面を的確に捉えることができるように，図を用いたり，□に具体的
な数値を当てはめたりして考察する活動が考えられる。例えば，本設問を用いて，「はじめ
に持っていたシールの枚数を□枚とする」など，□が表す数量を明確にした上で，下のよう
な図に表し，場面を的確に捉えて立式する活動が考えられる。
また，「はじめにシールを何枚か持っていて，５人で等しく分ける」という場面を，
□÷５という式に表した後，はじめに持っていたシールの枚数を10枚，20枚，30枚とするな
ど，□に数値を代入して一人当たりの枚数を求める活動が考えられる。その際，「はじめに
シールを10枚持っていて，５人で等しく分けたら，一人２枚ずつになる」のように，具体的
な場面に戻ることで，どのような場面を表す式になっているのかを振り返ることが大切であ
る。
このような経験とともに，低学年から場面，図，式を関連付ける活動を設けることが，場
面を的確に捉え，数量の関係を式に表現する能力の育成につながると考えられる。
② ５人で等しく分けたら，一人10枚ずつになる
□枚
10枚10枚10枚10枚10枚
５人で等しく分ける
① はじめにシールを□枚持っている
□枚
はじめに持っていたシールの枚数を□枚として，
テープの図に表す。
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算数Ａ９ 資料の分類整理
出題の趣旨
資料を二つの観点から分類整理し，表を用いて表すことができるかどうかをみる。
設問(1)
趣旨
資料を二次元表に分類整理することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(4) 目的に応じて資料を集めて分類整理し，表やグラフを用いて分かりやすく表したり，
特徴を調べたりすることができるようにする。
ア 資料を二つの観点から分類整理して特徴を調べること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ (1) １ ア と解答しているもの 6.6
２ イ と解答しているもの 88.2 ◎
３ ウ と解答しているもの 1.1
４ エ と解答しているもの 0.8
９ 上記以外の解答 0.8
０ 無解答 2.6
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分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，88.2％であり，資料を二次元表に分類整理することは相当数の児童が
できている。
○ 誤答については，アを選択している解答類型１とエを選択している解答類型４を合わせた
反応率が7.4％である。「イヌを飼っている」または「ネコを飼っていない」という一つの観
点のみに着目していると考えられる。
○ 本設問の結果を，同様の趣旨で出題した平成21年度【小学校】算数Ａ８の結果と比較する
と，下のようになる。平成21年度調査では表に当てはまる資料の個数について，一方，本設
問では出席番号１番の児童が二次元表のどこに入るかについて調査しているが，正答率は
19.2ポイント高くなっている。また，典型的な誤答を見ると，一つの観点のみに着目して二
次元表に表そうとした児童の割合は，平成21年度調査では15.2％，本設問では7.4％であり，
反応率は低くなっている。
（参考）
※平成21・29年度調査問題
問題番号 問題の概要 正答率 典型的な誤答 反応率
Ｈ21Ａ８
表に当てはまる資料の個数
69.0％
一つの観点のみに着目している
15.2％
を答える ：10 または ８
Ｈ29Ａ９(1)
出席番号１番の人は二次元
88.2％
一つの観点のみに着目している
7.4％
表のどこに入るかを選ぶ ：ア または エ
（参照）「平成21年度【小学校】報告書」P.241～P.243
平成21年度調査問題【小学校】Ａ８
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ21Ａ８ 表に当てはまる資料の個数を答える 69.0％ P.42～P.44 P.241～P.243
学習指導に当たって
資料を二つの観点に着目して，二次元表に分類整理することができるようにする
○ 二次元表には，資料を二つの観点で分類整理することにより，集団の傾向をより的確に把
握することができるというよさがある。そのよさを実感するためにも，二次元表の仕組みを
理解することは引き続き大切である。
指導に当たっては，Ａ，Ｂの二つの観点から資料を調べるとき，Ａから見て資料は「性質
Ａをもっている」と「性質Ａをもっていない」の場合が考えられ，また，Ｂから見て資料は
「性質Ｂをもっている」と「性質Ｂをもっていない」の場合が考えられることを確認する活
動が考えられる。その上で，資料をＡ，Ｂの二つの観点から調べると，「性質Ａ，Ｂの両方
をもっている」，「性質Ａはもっているが，性質Ｂはもっていない」，「性質Ａはもっていな
いが，性質Ｂはもっている」，「性質Ａ，Ｂの両方をもっていない」の四つの場合に分類整
理することができることを確認することが大切である。また，例えば，本設問を用いて，出
席番号１番の児童が，二次元表のアに当てはまるという誤った例を取り上げ，「どのように
資料を読み取って，アと考えたのか」などについて話し合う活動も考えられる。
設問(2)
趣旨
資料から，二次元表の合計欄に入る数を求めることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(4) 目的に応じて資料を集めて分類整理し，表やグラフを用いて分かりやすく表したり，
特徴を調べたりすることができるようにする。
ア 資料を二つの観点から分類整理して特徴を調べること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ (2) １ 13 と解答しているもの 63.1 ◎
２ 26 と解答しているもの 12.3
３ 39 と解答しているもの 0.0
４ ６ と解答しているもの 0.2
５ 11 と解答しているもの 4.4
６ 15 と解答しているもの 0.8
９ 上記以外の解答 14.0
０ 無解答 5.1
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分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，63.1％であり，資料から，二次元表の合計欄に入る数を求めることに
課題がある。
○ 誤答について
・ 26と解答している解答類型２の反応率が12.3％である。「家でイヌやネコを飼っている
かどうか」を調査した人数の13を２回たしていると考えられる。
・ 解答類型９の反応率が14.0％である。その中には，12という解答がある。
○ Ａ９(1)と本設問Ａ９(2)のクロス集計から次のことが考えられる。
・ Ａ９(1)，Ａ９(2)ともに正答の児童の割合は，61.0％である。これは，Ａ９(2)で正答
の児童の96.7％に当たる。資料から，二次元表の合計欄に入る数を求めることができてい
る児童のうち，相当数の児童は，資料を二次元表に分類整理することができていると考え
られる。
・ Ａ９(1)で正答，Ａ９(2)で誤答または無解答の児童の割合は，27.2％である。これは，
Ａ９(1)で正答の児童の30.8％に当たる。これらの児童は，資料を二次元表に分類整理す
ることはできているが，二次元表の合計欄の意味は理解できていないと考えられる。
Ａ９(1)とＡ９(2)のクロス集計表 (％)
Ａ９(2)
正答 誤答 無解答 合計
正答 61.0 25.3 1.9 88.2
Ａ９ 誤答 2.1 6.4 0.8 9.3
(1) 無解答 0.0 0.1 2.4 2.6
合計 63.1 31.8 5.1 100.0
※合計の欄は，当該問題の解答類型と反応率の表の値を示している。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ21Ａ８ 表に当てはまる資料の個数を答える 69.0％ P.42～P.44 P.241～P.243
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学習指導に当たって
合計欄の意味を理解し，資料を的確に分類整理できたかどうかを判断することができるよ
うにする
○ 二次元表に示された数値が適切なものであるかどうかを確かめる方法の一つが，「合計」
の数値に着目することである。そのためにも，二次元表の合計欄の意味を理解することが大
切である。
指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，二次元表の合計欄の数値と調査した人数を
比較する場を設けることが考えられる。その際，合計欄の数値を26にした場合を取り上げて，
そのように判断した理由について話し合い，合計欄に入る数値が調査した人数と一致するこ
とを確認することが大切である。また，例えば，下のように，資料を二次元表に分類整理す
る過程を振り返りながら，合計欄の数値について確認する活動が考えられる。なお，合計欄
に13と書き入れてから二次元表に分類・整理する活動も考えられる。
・イヌを飼っている人数の合計とイヌを
飼っていない人数の合計を記入する。
・イヌを飼っている人数の合計の８と
イヌを飼っていない人数の合計の５を
たすと，８＋５＝13で，13人である
ことを確認する。
・ネコを飼っている人数の合計とネコを
飼っていない人数の合計を記入する。
・ネコを飼っている人数の合計の３と
ネコを飼っていない人数の合計の10を
たすと，３＋10＝13で，13人である
ことを確認する。
・「イヌを飼っている人数の合計の８と
イヌを飼っていない人数の合計の５を
たした数」と「ネコを飼っている人数
の合計の３とネコを飼っていない人数
の合計の10をたした数」が，合計欄に
当てはまる数の13と一致していること
を確認する。
・調査した人数と合計欄の数値が一致
することを確認する。
飼っている動物調べ
ネコ 合計
○ ×
イヌ○ ６ ８
合計
× １ ４ ５
２
（人）
ネコ 合計
イヌ
合計
○ ×
○
×
２ ６ ８
１ ４ ５
３ 10
ネコ 合計
イヌ
合計
○ ×
○
×
２ ６ ８
１ ４ ５
３ 10 13
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（３）小学校 算数Ｂ
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算数Ｂ１ 数量の関係の考察と一般化（数字カード）
-62-
出題の趣旨
算数の問題場面から見いだした数量の関係を考察したり，その関係を一般化して表現した
りすることができるかどうかをみる。
・示された条件を理解し，ほかの場合に適用すること。
・示された考えを解釈し，ほかの場合において考察できること。
・二つの数量の関係を一般化して捉え，表現すること。
設問(1)
趣旨
示された条件を基に，適切な式を立てることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と計算
(2) 加法及び減法についての理解を深め，それらを用いる能力を伸ばす。
ア ２位数の加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え，それらの計算が１位数など
についての基本的な計算を基にしてできることを理解し，それらの計算が確実にで
きること。また，それらの筆算の仕方について理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (1) 式 答え
51－15 と解答
１
62－26 と解答
36 と解答しているもの 76.1 ◎
73－37 と解答
84－48 と解答 36 以外を解答しているもの
２
95－59 と解答 無解答
2.2
３
類型１，類型２以外の式を解答
36 と解答しているもの 5.4
無解答
類型１，類型２以外で，差が
４
４になる１から９までの数を，十
36 以外を解答しているもの 0.7
の位と一の位にもつ２けたの整数
無解答
どうしの減法の式を解答
５ 答えが４になる式を解答 3.2
９ 上記以外の解答 10.4
０ 無解答 2.0
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分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，76.1％である。
○ 誤答については，解答類型９の反応率が10.4％である。その中には，41－14という解答が
ある。カードを使った２けたのひき算の条件を理解することはできているが，「カードの差」
が４になるカードを選ぶことはできていないと考えられる。
学習指導に当たって
児童自らが数量の関係を見いだし，見いだした数量の関係が，ほかの場合でも成り立つ
かどうかを確かめることができるようにする
○ 算数の学習では，児童自らが数量の関係を見いだし，見いだした数量の関係が，ほかの場
合でも成り立つかどうかを予想し，確かめることが大切である。
指導に当たっては，例えば，本問題にあるカードを使った２けたのひき算を用いて，２け
たのひき算の式をいくつか立て，答えが同じ式を黒板などで分類整理する活動が考えられる。
この活動により，「２けたのひき算の答えは，全て９の倍数になるのではないか」や「答え
が同じ２けたのひき算は，カードの差が同じになるのではないか」などの児童の予想を引き
出し，ほかの場合でも成り立つかどうかを児童自らが確かめることができるようにすること
が大切である。
このように，児童自らが数量の関係を見いだすことができるように問題設定や板書などを
工夫することが，「カードの差が４や５の場合は，２けたのひき算の答えは全て36や45にな
る」などの予想を立てたり，その予想を確かめたりするといった主体的に学習に取り組む態
度の育成につながると考えられる。
設問(2)
趣旨
示された考えを解釈し，数を変更した場合も同じ関係が成り立つことを，図に表現するこ
とができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と計算
(2) 加法及び減法についての理解を深め，それらを用いる能力を伸ばす。
ア ２位数の加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え，それらの計算が１位数など
についての基本的な計算を基にしてできることを理解し，それらの計算が確実にで
きること。また，それらの筆算の仕方について理解すること。
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(1) 整数の性質についての理解を深める。
イ 約数，倍数について知ること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (2) 下のように54の⑩と45の①を囲んでいるもの
１ 81.9 ◎
類型１以外で，54の⑩と45の①を一つずつ囲んでいるもの
２ 0.0 ○
54の⑩と①または45の⑩と①を一つずつ囲んでいるもの
３ 0.0
下のように①を九つ囲んでいるもの
４ 1.5
下のように54の⑩と45の①の組を囲み，その左側の⑩と⑩の組また
は右側の①と①の組を囲んでいるもの
５ 1.9
下のように54の⑩と45の①の組を囲み，その両側の⑩と⑩の組と①
と①の組を囲んでいるもの
６ 0.4
９ 上記以外の解答 10.4
０ 無解答 3.9
正答率 81.9
５４
４５
①
①
①
①⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩ ⑩
①
⑩
⑩
①
①
①
①
５４
４５
①
①
①
①⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩ ⑩
①
⑩
⑩
①
①
①
①
５４
４５
①
①
①
①⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩ ⑩
①
⑩
⑩
①
①
①
①
５４
４５
①
①
①
①⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩ ⑩
①
⑩
⑩
①
①
①
①
５４
４５
①
①
①
①⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩ ⑩
①
⑩
⑩
①
①
①
①
例
例
例
５４
４５
①
①
①
①⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩ ⑩
①
⑩
⑩
①
①
①
①
５４
４５
①
①
①
①⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩ ⑩
①
⑩
⑩
①
①
①
①
５４
４５
①
①
①
①⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩ ⑩
①
⑩
⑩
①
①
①
①
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分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，81.9％であり，示された考えを解釈し，数を変更した場合も同じ関係
が成り立つことを，図に表現することは相当数の児童ができている。
○ 誤答については，解答類型９の反応率が10.4％である。その中には，次のような解答があ
る。
(例)
・
このように解答した児童は，54を表した図と45を表した図を用いて「２けたのひき算の答
え」を表現しようとしているが，【あやかさんの考え】を正しく解釈することはできていな
いと考えられる。
学習指導に当たって
数量の関係が成り立つ理由を図と結び付けて考えることができるようにする
○ 算数の学習では，児童自らが数量の関係を見いだすことだけではなく，見いだした関係が
成り立つ理由を図を用いて考察することが大切である。
指導に当たっては，例えば，「カードの差が１，２，３の場合，２けたのひき算の答えは，
それぞれ９，18，27になっている」ことを，本設問の【あやかさんの考え】の図と結び付け
て説明し合う活動を設けることが考えられる。その際，【あやかさんの考え】の図は，⑩と
①の個数が同じであるため，ひき算で⑩どうし，①どうしが相殺され，「カードの差」の数
の分だけ，⑩と①の組が残ること，残った⑩と①の組が９を表していることを解釈して構造
を理解し，図で表されているどの部分が残るのかを明らかにすることが大切である。
このような経験が，児童自らが図を用いて考察しようとする態度の育成につながると考え
られる。
設問(3)
趣旨
問題に示された二つの数量の関係を一般化して捉え，そのきまりを言葉と数を用いて記述
できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする。
イ 公式についての考え方を理解し，公式を用いること。
ウ 数量を□，△などを用いて表し，その関係を式に表したり，□，△などに数を当
てはめて調べたりすること。
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(1) 整数の性質についての理解を深める。
イ 約数，倍数について知ること。
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 数量の関係を表す式についての理解を深め，簡単な式で表されている関係について，
二つの数量の対応や変わり方に着目できるようにする。
５４
４５
①
①
①
①⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩ ⑩
①
⑩
⑩
①
①
①
①
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (3) （正答の条件）
次の①，②，③の全てを書き，「カードの差」が与えられたときに「２
けたのひき算の答え」が一つに定まるきまりを書いている。
① 「カードの差」，「２けたのひき算の答え」の言葉
② 「カードの差」と「２けたのひき算の答え」の例から見いだせる
数の「９」
③ 「カードの差」，「２けたのひき算の答え」，「９」の関係を乗法で
表現している言葉や式
（正答例）
・カードの差に９をかけると，２けたのひき算の答えになります。
①，②，③の全てを書き，「カードの差」が与えられたときに「２
１ けたのひき算の答え」が一つに定まるきまりを書いているもの 25.1 ◎
例 カードの差に９をかけると，２けたのひき算の答えになります。
①，②，③の全てを書き，「カードの差」が与えられたときに「２
２
けたのひき算の答え」が一つに定まる具体的な例を書いているもの
9.3 ○
例 カードの差が４のとき，９をかけて，２けたのひき算の答えは
36になります。
①，②を書き，「カードの差」が与えられたときに「２けたのひき
３
算の答え」が一つに定まるきまりを乗法以外で書いているもの
4.4 ○
例 カードの差が１増えるごとに２けたのひき算の答えは９ずつ増
えます。
４
②を書き，「カードの差」と「９」または「２けたのひき算の答え」
1.5
と「９」の関係を乗法で表現しているもの
５
①，②を書いているが，「カードの差」が与えられたときに「２け
4.8
たのひき算の答え」が一つに定まらないきまりを書いているもの
６
①，②を書いているが，「カードの差」，「２けたのひき算の答え」，
0.1
「９」の関係を誤って書いているもの
７
具体的な「カードの差」と「２けたのひき算の答え」の例を書いて
16.0
いるもの
８ ②を書いているもの 1.8
９ 上記以外の解答 22.3
０ 無解答 14.8
正答率 38.8
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分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，38.8％であり，問題に示された二つの数量の関係を一般化して捉え，
そのきまりを言葉と数を用いて記述することに課題がある。
○ 誤答について
・ 解答類型７の反応率が16.0％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ カードの差が４のとき，２けたのひき算の答えは36になります。
このように解答した児童は，問題に示されているカードを使った２けたのひき算の例と
は別の例を記述しているが，「２けたのひき算の答え」を簡単に求めることができるきま
りを記述することはできていないと考えられる。
・ 解答類型９の反応率が22.3％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ カードの差が２倍，３倍となると，２けたのひき算の答えも２倍，３倍となり
ます。
このように解答した児童は，「カードの差」と「２けたのひき算の答え」の変化の関係
については捉えることはできているが，「２けたのひき算の答え」を求めるために，「カー
ドの差」と「２けたのひき算の答え」の例から「９」を見いだして記述することはできて
いないと考えられる。
（参考）
※関連する問題
【中学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
２桁の自然数と，その数の十の位の数と一の位の
Ｈ20Ｂ２(3) 数を入れかえた数との差について予想した事柄を 49.2％ P.70～P.73 P.266～P.267
表現する
２けたの自然数と，その数の十の位の数と一の位
Ｈ25Ｂ２(2) の数を入れかえた数との和について予想した事柄 39.3％ P.88～P.94 P.100～P.103
を表現する
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.37～P.38，P.122～P.124
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学習指導に当たって
数量の関係を言葉や式を用いて一般化して表現することができるようにする
○ 算数の学習では，見いだした数量の関係を言葉や式を用いて一般化して表現することがで
きるようにすることが大切である。
指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，「カードの差が１，２，３などの場合の
２けたのひき算の答え」を整理し，そこから見いだすことができる数量の関係について，互
いに自分の考えを表現し伝え合う活動が考えられる。その際，児童自らが「カードの差がわ
かれば，２けたのひき算の答えもわかります。」などと気付くことができるように，児童の
発言内容をよく聞き取り，児童が発言内容に内在する数学的な価値について意識できるよう
にしながら授業を展開することが大切である。
また，児童が，見いだしたきまりを具体的な数値を用いて表現した場合には，「全てに共
通することはどのようなことですか。」などと問い返し，児童自らが，見いだしたきまりを
言葉や式で一般化して表現しようとする態度を育てることも大切である。
さらに，「カードの差と２けたのひき算の答えは比例します。」などと説明した場合には，
かけ算で簡単に求めることができるきまりとして，十分な説明になっているかを吟味する活
動も考えられる。その際，比例の学習で身に付けた「伴って変わる二つの数量が比例すると
き，１を基準にするだけではなく，どの数値を基準にしても，一方が２倍，３倍，４倍，…
になると，それに伴って他方も２倍，３倍，４倍，…になっている」ことと関連付けて，説
明の根拠となる数値を明確にしたり，二つの数量の対応の仕方の特徴から「９」を見いだし
たりすることが大切である。
このような活動を通して，数量の関係を言葉や式を用いて一般化して表現することが，自
分の考えを相手にわかりやすく説明したりわかりやすく伝え合ったりする上で有用である
と，児童が実感できるようにすることが大切である。
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算数Ｂ２ 情報の選択と数学的な表現及び方法の解釈とその適用（手紙）
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出題の趣旨
日常生活の問題の解決のために，必要な情報を選択して数学的に処理したり，示された方
法を場面に応じて適用したりすることができるかどうかをみる。
・目的に応じて，複数の情報の中から必要な情報を選択し，問題解決の方法を数学的に表現
すること。
・示された方法から数学的な意味を見いだし，条件の異なる場面に適用して判断すること。
設問(1)
趣旨
料金の差を求めるために，示された資料から必要な数値を選び，その求め方と答えを，言
葉や式を用いて記述できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と計算
(2) 加法及び減法についての理解を深め，それらを用いる能力を伸ばす。
ア ２位数の加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え，それらの計算が１位数など
についての基本的な計算を基にしてできることを理解し，それらの計算が確実にで
きること。また，それらの筆算の仕方について理解すること。
〔第３学年〕 Ａ 数と計算
(2) 加法及び減法の計算が確実にできるようにし，それらを適切に用いる能力を伸ばす。
イ 加法及び減法の計算が確実にでき，それらを適切に用いること。
(3) 乗法についての理解を深め，その計算が確実にできるようにし，それを適切に用い
る能力を伸ばす。
イ 乗法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。
〔第３学年〕 Ｄ 数量関係
(3) 資料を分類整理し，表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取ったりするこ
とができるようにする。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (1) （正答の条件）
次のＡまたはＢのいずれかで，それぞれＡ①，Ａ②，Ａ③の全てまた
はＢ①，Ｂ②の全てを書き，答えを560と書いている。
Ａ 大きい封筒に入れて20通送るのにかかる料金から，小さい封筒に
入れて20通送るのにかかる料金をひいている。
Ａ① 大きい封筒に入れて20通送るのにかかる料金を求める式や言
葉
Ａ② 小さい封筒に入れて20通送るのにかかる料金を求める式や言
葉
Ａ③ 大きい封筒に入れて20通送るのにかかる料金と小さい封筒に
入れて20通送るのにかかる料金の差を求める式や言葉
Ｂ 大きい封筒に入れて１通送るのにかかる料金と小さい封筒に入れ
て１通送るのにかかる料金の差を，20倍している。
Ｂ① 大きい封筒に入れて１通送るのにかかる料金と小さい封筒に
入れて１通送るのにかかる料金の差を求める式や言葉
Ｂ② １通送るのにかかる料金の差の20倍を求める式や言葉
（正答例）
・Ａ
【求め方】
小さいふうとうに入れると27gだから，１通送るのに92円かかりま
す。20通送るから，92×20＝1840で，1840円かかります。
大きいふうとうに入れると36gだから，１通送るのに120円かかりま
す。20通送るから，120×20＝2400で，2400円かかります。
その差は，2400－1840＝560なので，560円安くなります。
【答え】560（円）
・Ｂ
【求め方】
小さいふうとうに入れると27gだから，１通送るのに92円かかり，
大きいふうとうに入れると36gだから，１通送るのに120円かかります。
１通送るのにかかる料金の差は，120－92＝28で，28円です。
20通送るから，28×20＝560で，560円安くなります。
【答え】560（円）
求め方 答え
１
Ａ①，Ａ②，Ａ③の全てを書い
560 と解答しているもの 40.7 ◎
ている
560，28 以外を解答している
２
Ｂ①，Ｂ②の全てを書いている
もの 0.8
無解答
Ａ①，Ａ②を書いている
３
Ａ①，Ａ③を書いている
560 と解答しているもの 1.6
Ａ②，Ａ③を書いている
Ａ①を書いている
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Ａ②を書いている
560，28 以外を解答している
４
Ａ③を書いている
もの 10.8
Ｂ①を書いている
無解答
Ｂ②を書いている
５ 【答え】に，28 と解答しているもの 4.8
６
１通送るのにかかる料金を誤っ
6.2
て捉えているもの
７
重さを用いた式を書いているも
19.4
の
８
類型１から類型７以外の解答
560 と解答しているもの 0.4
無解答
９ 上記以外の解答 9.0
０ 無解答 6.4
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，40.7％であり，料金の差を求めるために，示された資料から必要な数
値を選び，その求め方と答えを，言葉や式を用いて記述することに課題がある。
○ 誤答について
・ 解答類型４の反応率が10.8％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ 【求め方】 92×20＝1840
【答え】 1840（円）
このように解答した児童は，示された表から読み取った料金を基に，小さい封筒に入れ
て20通送るのにかかる料金を求めることはできているが，大きい封筒に入れて20通送るの
にかかる料金と比較することはできていないと考えられる。
・ 解答類型７の反応率が19.4％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ 【求め方】 27×20＝540
36×20＝720
720－540＝180
【答え】 180（円）
このように解答した児童は，手紙を20通送ることは捉えることはできているが，１通の
重さのみに着目して，20通分の重さの差を求めていると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
荷物の３辺の合計と重さが示された場合に，送料
Ｈ23Ｂ１(2) を求め，どのようにして求めたのかその考えを書 未実施 P.46～P.50 未実施
く
（参照）「平成23年度【小学校】授業アイディア例」P.6
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学習指導に当たって
日常生活の問題の解決のために，情報の中から条件に合うものを選択し，数学的に処理
することができるようにする
○ 日常生活の問題の解決のために，様々な情報の中から必要な情報を収集した上で，条件に合
うものを選択し，数学的に処理することができるようにすることが大切である。
指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，下のように，「１通の重さが27ｇの小さい封
筒を送るのにかかる料金は92円」，「１通の重さが36ｇの大きい封筒を送るのにかかる料金は120
円」であることを問題文と表を関連付けながら解釈し，複数の情報を適切に整理して問題の解
決のために必要な情報を選択し，数学的に処理する活動が考えられる。その際，教師から，整
理された情報を与えるのではなく，児童自らが情報を整理した上で，必要な情報を選択し，問
題を解決できるようにすることが大切である。
・小さい封筒の場合 １通の重さは27ｇ
・大きい封筒の場合 １通の重さは36ｇ
小さい封筒の場合は，大きい封筒の場合と比べて，何円安くなるか。
封筒の大きさ 封筒の重さ 料金
小さい封筒
大きい封筒
25ｇ以内
50ｇ以内
100ｇ以内
150ｇ以内
82円
92円
120円
140円
205円
１通送るのにかかる料金
・小さい封筒の場合 １通の料金は92円
・大きい封筒の場合 １通の料金は120円
50ｇ以内
小さい封筒を20通送るのにかかる料金は 92×20＝1840
大きい封筒を20通送るのにかかる料金は 120×20＝2400
料金の差は 2400－1840＝560 なので，560円安くなる。
封筒20通を送るのに，料金をできるだけ安くするためには，
どのようにすればよいか。
問いの解決
日常生活の問題
料金をできるだけ安くするためには，
小さい封筒で20通送ればよい。
さらに，大きい封筒で送る場合よりも560円安くなる。
日常生活の問題の解決
問いの設定
封筒の大きさ 封筒の重さ 料金
小さい封筒
大きい封筒
25ｇ以内
50ｇ以内
100ｇ以内
150ｇ以内
82円
92円
120円
140円
205円
１通送るのにかかる料金
50ｇ以内
問いの解決に必要な情報の選択
小さい封筒の方が安いので，
小さい封筒で送ればよい。
目的に合った情報の収集・整理・判断
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設問(2)
趣旨
直線の数とその間の数の関係に着目して，示された方法を問題場面に適用することができ
るかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ａ 数と計算
(4) 除法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。
ア 除法が用いられる場合について知ること。また，余りについて知ること。
〔第５学年〕 Ａ 数と計算
(1) 整数の性質についての理解を深める。
イ 約数，倍数について知ること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (2) １ 上から５本目と９本目 と解答しているもの 27.7 ◎
２ 上から４本目と８本目 と解答しているもの 18.0
３ 上から４本目と９本目 と解答しているもの 4.6
４ 上から５本目と８本目 と解答しているもの 1.4
５ 上から４本目と10本目 と解答しているもの 2.0
６ 上から２本目と３本目 と解答しているもの 1.9
９ 上記以外の解答 38.5
０ 無解答 5.9
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，27.7％であり，直線の数とその間の数の関係に着目して，示された方
法を問題場面に適用することに課題がある。
○ 誤答について
・ 解答類型２の反応率が18.0％である。手紙の長い辺を３等分する点の，点どうしの間が
４行ずつになることは理解しているが，その間の数を直線の数に直して表現することはで
きていないと考えられる。
・ 解答類型９の反応率が38.5％である。その中には，上から５本目と10本目という解答が
ある。このように解答した児童は，１本目の３等分する直線は，上から１本目の直線から，
４行空けたところの５本目の直線になると判断することはできているが，２本目の３等分
する直線は，５本目の直線の２倍である10本目の直線と捉えていると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
周の長さが24ｍの正三角形を巻き尺でつくるため
Ｈ27Ｂ３(1) に，それぞれどこの目盛りのところを持てばよい 32.8％ P.63～P.68 P.77～P.78
かを書く
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学習指導に当たって
日常生活の問題の解決のために，示された方法を問題場面に適用することができるよう
にする
○ 日常生活の問題の解決のために，示された方法を解釈し，その方法を問題場面に適用する
ことができるようにすることが大切である。
指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，下のように，３等分する点を見つける方法
を，言葉や数，式，図などと対応させながら解釈する活動が考えられる。その際，直線の数
とその間の数を図を用いて明確にし，間の数が直線の数より１少ないという関係を捉えるこ
とができるようにすることが大切である。また，手紙をなるべくきれいに三つに折るために，
３等分する点を見つける方法が適用することができるかどうかを考察し，実際に13本の直線
を使って手紙を折る活動を通して，日常生活の問題の解決のために，算数が役立っているこ
とを実感できるようにすることも大切である。
３等分する点を見つける方法
① 同じはばに並んだ４本の平行な直線の，１本目の直線
と４本目の直線に手紙の長い辺の両はしをあわせる。
② ２本目，３本目の直線と手紙の長い辺が交わった点が，
手紙の長い辺を３等分する点になる。
１本目
２本目
３本目
４本目
同じ幅に並んだ直線を４本使う。
直線と直線の間が３行になる。
だから，３等分する点を見つける
ことができる。
１本目
１３本目
同じ幅に並んだ直線を13本使うので，直線と直線の間が12行になる。
12行を３等分すると，12÷３＝４
だから，手紙の長い辺を３等分する点どうしの間は４行ずつになる。
上から１本目の直線から，４行空けたところの直線は５本目になる。
さらに，４行空けると９本目になる。
３等分する点を見つける方法の解釈
３等分する点を見つける方法の適用
１
２
３
４
５
６
７
８
９
11
10
12
13
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑨
⑧
⑩
⑫
⑪
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算数Ｂ３ 実験結果の数理的な処理と解釈・表現（ゴムの力で動く車）
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出題の趣旨
日常生活の問題の解決のために，測定値を平均する考えを用いて適切に判断したり，示さ
れた方法を解釈・表現したりすることができるかどうかをみる。
・測定値の平均について理解していること。
・示された平均の求め方を解釈し，別の場合に活用して数学的に表現すること。
設問(1)
趣旨
飛び離れた数値を除いた場合の平均を求める式を判断することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする。
ア 四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解し，正しく計算すること。
〔第５学年〕 Ｂ 量と測定
(3) 量の大きさの測定値について理解できるようにする。
ア 測定値の平均について知ること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ (1) １ １ と解答しているもの 68.1 ◎
２ ２ と解答しているもの 4.4
３ ３ と解答しているもの 9.0
４ ４ と解答しているもの 17.1
９ 上記以外の解答 0.4
０ 無解答 1.0
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，68.1％であり，飛び離れた数値を除いた場合の平均を求める式を判断
することに課題がある。
○ 誤答について
・ ３を選択している解答類型３の反応率が9.0％である。２回目の測定値を除いているが，
測定した回数を５のままで処理していると考えられる。
・ ４を選択している解答類型４の反応率が17.1％である。２回目の測定値を除くことがで
きていないと考えられる。
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○ 本設問の結果を，同様の趣旨で出題した平成25年度【小学校】算数Ｂ２(2)の結果と比較
すると，下のようになる。飛び離れた数値を除いた場合の平均を求める式を判断することに
ついて調査しているが，正答率は7.7ポイント低くなっており，課題がある。また，誤答を
見ると，２回目の測定値を除いているが，測定した回数をそのままで処理している児童の割
合は，平成25年度調査では11.6％，本設問では9.0％であった。一方，２回目の記録を除く
ことができていない解答類型４の反応率を比較すると，平成25年度調査では5.7％，本設問
では17.1％であり，11.4ポイント高くなっている。これは，平成25年度調査では，除くべき
数値が明示されているが，本設問では，文脈を解釈して除くべき数値を判断しなければなら
ないことによるものと考えられる。
（参考）
※平成25・29年度調査問題
問題番号 問題の概要 正答率 誤答例 反応率
正しく測定できなかった結果を除 ２回目の測定値を除いているが，
Ｈ25Ｂ２(2) いて平均を求めるときの正しい式 75.8％ 測定した回数を６のままで処理し 11.6％
を選ぶ ている
飛び離れた数値を除いた場合の平
２回目の測定値を除いているが，
Ｈ29Ｂ３(1)
均を求める式を選ぶ
68.1％ 測定した回数を５のままで処理し 9.0％
ている
（参照）「平成25年度【小学校】報告書」P.64～P.65
平成25年度調査問題【小学校】Ｂ２(2)
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（参考）
※関連する問題
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ａ４
５日間で１日に平均何個のトマトがとれたことに
87.1％ P.28～P.31 P.194～P.197
なるのかを書く
Ｈ25Ｂ２(2)
正しく測定できなかった結果を除いて平均を求め
75.8％ P.49～P.55 P.64～P.65
るときの正しい式を選ぶ
【中学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ19Ａ15 平均の意味を表した記述を選ぶ 82.5％ P.60～P.61 P.191～P.192
学習指導に当たって
測定値の平均を求める式の意味を場面や状況と関連付けて理解できるようにする
○ 日常生活や他教科での学習場面で平均を求める際，平均を求める式の意味を場面や状況
と関連付けて考察し，適切に平均を求めることができるようにすることが大切である。
指導に当たっては，例えば，下のように，日常生活の問題の解決のために，平均を求め
る式を判断する際，飛び離れた数値を除いて平均を求めることが適切かどうかを，場面や
状況と関連付けて考察する活動が考えられる。
日
15
通学路を歩くのにかかった時間
通学路を歩くのにかかった時間の
平均を求める式
(15＋14＋16＋15)÷４＝15
３日目は，道路が工事中で，いつもの通学路を
通ることができなかったため除く。
時間（分）
１日目２日目３日目４日目５日目
15 14 1630
（飛び離れた数値を除いた理由）
※３日目は道路が工事中であった。
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設問(2)
趣旨
仮の平均を用いた考えを解釈し，示された数値を基準とした場合の平均の求め方を，言葉
や式を用いて記述できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(2) 数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする。
ア 四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解し，正しく計算すること。
〔第５学年〕 Ｂ 量と測定
(3) 量の大きさの測定値について理解できるようにする。
ア 測定値の平均について知ること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ (2) （正答の条件）
次の①，②，③の全てまたは①，②を書いている。
① ７ｍ20cmとの差の部分の平均を求める式や言葉
② 基にした７ｍ20cmに，求めた平均の20cmをたすことを表す数や言
葉
③ 車が進んだ距離の平均が，７ｍ40cmになることを表す数や言葉
（正答例）
・７ｍ20cmをこえた部分の平均を求めます。
(32＋11＋34＋０＋23)÷５＝20
もとにした７ｍ20cmに，求めた平均の20cmをたします。
車が進んだきょりの平均は，７ｍ40cmです。
１
①，②，③の全てを書いているもの
25.4 ◎
①，②を書いているもの
２ ①，③を書いているもの 0.9 ○
３ ①を書いているもの 10.0
４
②，③を書いているもの
1.5
②を書いているもの
５ ③を書いているもの 0.9
６ ４回目の記録を除いて，４回分の平均を求めているもの 2.5
７ ７ｍを基準にして記述しているもの 17.7
８ ７ｍと７ｍ20cm以外を基準にして記述しているもの 8.5
９ 上記以外の解答 20.0
０ 無解答 12.7
正答率 26.3
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分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，26.3％であり，仮の平均を用いた考えを解釈し，示された数値を基準
とした場合の平均の求め方を，言葉や式を用いて記述することに課題がある。
○ 誤答について
・ 解答類型３の反応率が10.0％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ (32＋11＋34＋０＋23)÷５＝20
このように解答した児童は，７ｍ20cmをこえた部分の平均のみを記述していると考えら
れる。
・ 解答類型７の反応率が17.7％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ (52＋31＋54＋20＋43)÷５＝40
７ｍに求めた40cmをたします。
平均は７ｍ40cmです。
このように解答した児童は，仮の平均を用いた考えを解釈し，基準とする数値が７ｍか
ら７ｍ20cmに変わったことを捉えることができずに，問題に示されている【かずやさんの
平均の求め方】をそのまま記述していると考えられる。
・ 解答類型９の反応率が20.0％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ (32＋11＋34＋20＋23)÷５＝24
７ｍ20cmに求めた24cmをたします。
平均は７ｍ44cmです。
このように解答した児童は，基準とする数値が７ｍから７ｍ20cmに変わったことを捉え
ることはできているが，仮の平均を用いた考えを解釈し，４回目に測定した車が進んだ距
離の７ｍ20cmと，基準とする数値の差を，０cmと捉えることはできていないと考えられる。
（参考）
※関連する問題
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ａ４
５日間で１日に平均何個のトマトがとれたことに
87.1％ P.28～P.31 P.194～P.197
なるのかを書く
Ｈ25Ｂ２(1) 示された式の値が何を表しているのかを書く 51.9％ P.49～P.55 P.63～P.64
【中学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ19Ａ15 平均の意味を表した記述を選ぶ 82.5％ P.60～P.61 P.191～P.192
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学習指導に当たって
測定値の平均を工夫して求めるよさを実感できるようにする
○ 測定値の平均を求める際は，平均がおよそどのくらいになるのかを見積もったり，能率
的に処理するために工夫して計算したりすることが大切である。
指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，測定値の結果をそのまま使って平均を求め
る場合及び７ｍを基準として平均を求める場合について考察した後，下のように，７ｍ20cm
に基準を変えて考察する活動を設けることが考えられる。その際，グラフ，式，言葉などを
関連付けて式の中の数の意味を解釈し，説明する活動が考えられる。
このような活動により，仮の平均の考え方を活用することで，平均を工夫して処理するこ
とができる場合があることを実感できるようにすることが大切である。
(32＋11＋34＋０＋23)÷５＝20で，20cmです。だから，７ｍ40cmです。
32や11は何を表している数ですか。
それぞれの記録の７ｍ20cmをこえた部分（ ）です。
㋑の位置に来るまで輪ゴムをのばした場合の記録
１回目２回目３回目４回目５回目０ｍ
１ｍ
２ｍ
３ｍ
４ｍ
５ｍ
６ｍ
７ｍ
８ｍ
７ｍ20cm
１回目２回目３回目４回目５回目
なぜ，７ｍ20cmをこえた部分の平均を求めたのですか。
５回の記録のうち，最も短い距離の７ｍ20cmを基準にすると，平均を求めるときの
式の中の数を小さくすることができるからです。
だから,４回目の記録は０になるのですね。
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算数Ｂ４ 目的に応じた資料の整理と表現
（ハンカチ・ティッシュペーパー調べ）
-84-
出題の趣旨
日常生活の事象を，表やグラフの特徴を基に考察したり，表現したりすることができるか
どうかをみる。
・二次元表の特徴の理解を基に論理的に考察すること。
・目的に応じて適切なグラフを選択し，表現すること。
設問(1)
趣旨
示された式の中の数の意味を，表と関連付けながら正しく解釈し，それを言葉を用いて記
述できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係
(4) 目的に応じて資料を集めて分類整理し，表やグラフを用いてわかりやすく表したり，
特徴を調べたりすることができるようにする。
ア 資料を二つの観点から分類整理して特徴を調べること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ (1) （正答の条件）
次の①，②の全てを書き，記号をイと解答している。
① ハンカチを持ってきた人数であること
② ティッシュペーパーを持ってこなかった人数であること
（正答例）
・【「８」が表す人数】
８は，ハンカチを持ってきて，ティッシュペーパーを持ってこなかっ
た人数です。
【記号】 イ
「８」が表す人数 記号
１ イ と解答しているもの 40.2 ◎
２
①，②の全てを書いている イ 以外を解答しているもの
2.3
無解答
３
①を書いている
イ と解答しているもの 7.6
４ ②を書いている
イ 以外を解答しているもの
9.4
無解答
５
イ 以外の記号の示す表の位
エ と解答しているもの 7.4
６ 置を正しく説明している
イ，エ 以外を解答している
5.4
もの
７
類型１から類型６以外の解答
イ と解答しているもの 6.1
無解答
９ 上記以外の解答 17.1
０ 無解答 4.7
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分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，40.2％であり，示された式の中の数の意味を，表と関連付けながら正
しく解釈し，それを言葉を用いて記述することに課題がある。
○ 誤答について
・ 解答類型４の反応率が9.4％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ 【「８」が表す人数】 ティッシュペーパーを持ってこなかった人数です。
【記号】 エ
このように解答した児童は，表のエに当てはまる数が「８」であることからエを選択し
ているものと考えられる。さらに，選択した記号の場所について，二次元表の項目に着目
して正しく記述することができていないと考えられる。
・ 解答類型９の反応率が17.1％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ 【「８」が表す人数】 ハンカチを持ってこなかった人数です。
【記号】 ウ
○ Ａ９(1)と本設問Ｂ４(1)のクロス集計から次のことが考えられる。
・ Ａ９(1)，Ｂ４(1)ともに正答の児童の割合は，39.3％である。これは，Ｂ４(1)で正答
の児童の97.7％に当たる。示された式と二次元表を関連付けながら，式の中の数の意味を
解釈し，それを記述するとともに，二次元表のどこに当てはまる数なのかを判断すること
ができている児童のうち，相当数の児童は，資料を二次元表に分類整理することもできて
いると考えられる。
・ Ａ９(1)で正答，Ｂ４(1)で解答類型３と解答類型７を合わせた児童の割合は，11.4％で
ある。これは，Ａ９(1)で正答の児童の12.9％に当たる。これらの児童は，資料を二次元
表に分類整理することはできており，示された式と二次元表を関連付けながら，式の中の
数の意味を解釈することもできているが，選択した記号の場所を二次元表の二つの項目に
着目して記述することはできていないと考えられる。
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・ Ａ９(1)で正答，Ｂ４(1)で解答類型５と解答類型６を合わせた児童の割合は，11.8％で
ある。これは，Ａ９(1)で正答の児童の13.3％に当たる。これらの児童は，資料を二次元
表に分類整理することはできており，選択した記号の場所を二次元表の二つの項目に着目
して記述することもできているが，示された式と二次元表を関連付けながら，式の中の数
の意味を解釈することはできていないと考えられる。
Ａ９(1)とＢ４(1)のクロス集計表 （％）
Ｂ４(1)
正答 誤答 無解答
類型１ 類型３,７ 類型５,６
類型
類型０
合計
２,４,９
正答 39.3 11.4 11.8 22.8 3.0 88.2
Ａ９ 誤答 0.8 2.0 0.9 4.9 0.7 9.2
(1) 無解答 0.1 0.3 0.1 1.0 1.0 2.6
合計 40.2 13.7 12.8 28.7 4.7 100.0
※合計の欄は，当該問題の解答類型と反応率の表の値を示している。
○ Ａ９(2)と本設問Ｂ４(1)のクロス集計から次のことが考えられる。
・ Ａ９(2)，Ｂ４(1)ともに正答の児童の割合は，31.9％である。これは，Ｂ４(1)で正答
の児童の79.3％に当たる。これらの児童は，示された式と二次元表を関連付けながら，式
の中の数の意味を解釈し，それを記述するとともに，二次元表のどこに当てはまる数なの
かを判断することはできており，資料から，二次元表の合計欄に入る数を求めることもで
きていると考えられる。
・ Ａ９(2)で正答，Ｂ４(1)で誤答または無解答の児童の割合は，31.3％である。これは，
Ａ９(2)で正答の児童の49.5％に当たる。これらの児童は，資料から，二次元表の合計欄
に入る数を求めることはできているが，示された式と二次元表を関連付けながら，式の中
の数の意味を解釈し，それを言葉を用いて記述することはできていないと考えられる。
Ａ９(2)とＢ４(1)のクロス集計表 （％）
Ｂ４(1)
正答 誤答 無解答 合計
正答 31.9 29.6 1.6 63.1
Ａ９ 誤答 7.9 22.3 1.6 31.8
(2) 無解答 0.4 3.2 1.5 5.1
合計 40.2 55.1 4.7 100.0
※合計の欄は，当該問題の解答類型と反応率の表の値を示している。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ21Ａ８ 表に当てはまる資料の個数を答える 69.0％ P.42～P.44 P.241～P.243
Ｈ22Ｂ３(2) 二次元表の中の数が何を意味しているのかを書く 61.6％ P.62～P.65 P.196～P.197
Ｈ28Ｂ２(3)
目標のタイムを求める式の中の0.4や0.3が表す意
15.8％ P.54～P.63 P.76～P.77
味を書く
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学習指導に当たって
分類整理した資料を目的に応じて二次元表に作り直す活動を通して，二次元表の理解を
深めることができるようにする
○ 日常生活の問題の解決のために，目的を明確にし，その目的に応じて資料を集めて分類整
理したり，それを表やグラフなどに分かりやすく表現したり，特徴を調べたり，読み取った
りすることが大切である。
指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，ハンカチ・ティッシュペーパーを持ってき
た人数の表にはハンカチとティッシュペーパーを両方持ってきた人数が書かれていないこと
から，５年生のハンカチ・ティッシュペーパー調べの結果の二次元表に作り直す活動を設け
ることが考えられる。その際，【さくらさんの式】の意味を二次元表と関連付けて，二つの
項目に着目し説明し合いながら，二次元表に数を適切に当てはめることができるようにする
ことが大切である。
なお，下のように，資料を二つの観点から分類整理し，二次元表と対応させて考えること
ができるようにするために，遊んだ場所について調べたことをカードに整理したり，起こり
得る場合を考えたりして，二次元表を完成する活動を取り入れることも考えられる。
平成21年度【小学校】報告書Ａ８ P.243
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設問(2)
趣旨
割合を比較するという目的に適したグラフを選ぶことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ｄ 数量関係
(3) 資料を分類整理し，表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取ったりするこ
とができるようにする。
ア 棒グラフの読み方やかき方について知ること。
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係
(4) 目的に応じて資料を集めて分類整理し，円グラフや帯グラフを用いて表したり，特
徴を調べたりすることができるようにする。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ (2) １ １ と解答しているもの 23.4
２ ２ と解答しているもの 10.0
３ ３ と解答しているもの 29.4 ◎
４ ４ と解答しているもの 32.3
９ 上記以外の解答 0.3
０ 無解答 4.5
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，29.4％であり，割合を比較するという目的に適したグラフを選ぶこと
に課題がある。
○ 誤答について
・ １を選択している解答類型１と２を選択している解答類型２を合わせた反応率が33.4％
である。割合に着目して比べることができずに，量の大小関係に着目して比べていると考
えられる。
・ ４を選択している解答類型４の反応率が32.3％である。割合に着目することはできてい
るが，各学年の割合を比較するという目的に適したグラフを選択できていないと考えられ
る。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
６・７月の水の使用量が，１年間の水の使用量の
Ｈ26Ｂ２(3) より多いことを説明するために用いる適当なグ 61.7％ P.50～P.56 P.68～P.69
ラフを選ぶ
ハンカチを５日間持ってきた人数が，学年全体の
Ｈ27Ａ７ 人数の半分より少ない学年は，４年生だけである 81.9％ P.40～P.42 P.55～P.56
ことを示しているグラフを選ぶ
（参照）「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.19～P.20
４
１
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学習指導に当たって
様々なグラフの特徴を理解し，目的に応じて，適切なグラフを選択できるようにする
○ 問題を解決するために，目的に合った適切な表やグラフを選択し表したり，読み取ったり，
グラフどうしを関連付けて解釈したりするなど，目的に応じて表やグラフを活用できるよう
にすることが大切である。その際，棒グラフは数量の大きさを示し，帯グラフや円グラフは
数量の割合を示すなどの目的があることを理解できるようにすることが大切である。さらに，
同じ割合を表すグラフであっても，目的に応じて表現の仕方が異なる場合があることを理解
できるようにすることも大切である。
指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，学年毎の情報が示されているグラフと，
４年生から６年生までの人数を合計した情報が示されているグラフを解釈する活動が考えら
れる。その上で，「ハンカチとティッシュペーパーの両方を，いちばんよく持ってきている
学年がわかるようなグラフを作る」という目的に照らし合わせて考えたとき，本設問で提示
されている，学年毎の割合を表したグラフと，それぞれ４年生から６年生までの人数を合計
したものの割合を表したグラフでは，学年毎の割合を表したグラフの方が目的に適している
ことを判断できることが大切である。
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算数Ｂ５ 日常生活の事象の数学的な解釈と判断の根拠の説明
（見かけの月の大きさ）
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出題の趣旨
日常生活の事象を割合を活用して数学的に解釈し，事柄を適切に判断したり，判断した理
由を数学的に表現したりすることができるかどうかをみる。
・基準量，比較量，割合の関係を解釈し，判断すること。
・基準量，比較量，割合の関係を活用して判断した理由を表現すること。
設問(1)
趣旨
示された割合を解釈して，基準量と比較量の関係を表している図を判断できるかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係
(3) 百分率について理解できるようにする。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ (1) １ １ と解答しているもの 2.6
２ ２ と解答しているもの 6.2
３ ３ と解答しているもの 65.2 ◎
４ ４ と解答しているもの 20.4
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 5.5
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，65.2％であり，示された割合を解釈して，基準量と比較量の関係を表
している図を判断することに課題がある。
○ 誤答については，４を選択している解答類型４の反応率が20.4％である。｢14％長い｣とい
うことを正しく捉えることができずに，割合と量を混同し，目盛りの数を数えて14目盛りに
着目して判断していると考えられる。
○ 「４年間のまとめ【小学校編】」において，「割合の意味を理解すること」に課題がある
と指摘しており，平成24年度以降の調査でも，基準量，比較量，割合の関係を正しく捉える
ことに課題があると指摘している。本設問では，示された割合を解釈して，基準量と比較量
の関係を表している図を判断する場面を取り上げたところ，正答率は65.2％であったことか
ら，基準量，比較量，割合の関係を正しく捉えることに依然として課題がある。
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○ 本設問の結果を，同様の趣旨で出題した平成22年度【小学校】算数Ｂ５(1)の結果と比較
すると，下のようになる。平成22年度調査では基準量の30％減少した量を表す図について，
一方，本設問では基準量の14％増加した量を表す図について判断できるかを調査しているが，
正答率は4.0ポイント低くなっている。
（参考）
※平成22・29年度調査問題
問題番号 問題の概要 正答率
Ｈ22Ｂ５(1) 定価1000円の図に対して，定価の30％引き後の値段を表している図を選ぶ 69.2％
Ｈ29Ｂ５(1)
「最小の満月の直径」の図に対して，「最大の満月の直径」の割合を正しく表して
65.2％
いる図を選ぶ
（参照）「平成22年度【小学校】報告書」P.209～P.210
平成22年度調査問題【小学校】Ｂ５(1)
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ22Ｂ５(1)
定価1000円の図に対して，定価の30％引き後の値
69.2％ P.70～P.74 P.209～P.210
段を表している図を選ぶ
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.40～P.42，P.186～P.190
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学習指導に当たって
示された割合を基に，基準量と比較量の関係を捉えることができるようにする
○ 示された割合を基に，基準量と比較量の関係を捉えるためには，割合が二つの数量の関係
であり，比較量が基準量に対してどの程度の大きさなのかを示すものであることを理解でき
るようにすることが大切である。
指導に当たっては，問題場面の中の，何が基準量に当たるのかを話し合う活動を設けた上
で，基準量の大きさを１として，それに対する割合を百分率で表したとき，基準量の半分の
量が50％になることや，基準量を10等分すれば一つ分の量が10％になることを捉える活動が
考えられる。また，基準量の50％や10％を基に，比較量の大きさを見積もる活動も考えられ
る。さらに，例えば，本設問を用いて，「14％長い」ということは，基準量の114％であり，
114％は1.14と捉え直すことができることを確認する場を設け，「14％長い」の14という数は，
量を表す数ではなく，割合を表す数であることを捉えることができるようにすることが大切
である。
設問(2)
趣旨
身近なものに置き換えた基準量と割合を基に，比較量に近いものを判断し，その判断の理
由を言葉や式を用いて記述できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕 Ｃ 図形
(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，図形を構成する要素に着目し，図
形について理解できるようにする。
ウ 円，球について知ること。また，それらの中心，半径，直径について知ること。
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係
(3) 百分率について理解できるようにする。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ (2) （正答の条件）
番号を １ と選び，次のＡまたはＢまたはＣのいずれかで，それぞれ
Ａ①，Ａ②の全てまたはＢ①，Ｂ②の全てまたはＣ①，Ｃ②の全てを書
いている。
Ａ 「最小の満月の直径」を１円玉の直径としたときの「最大の満月
の直径」に当たる値を求め，求めた値と100円玉，500円玉それぞれ
の直径の違いを基に，わけを書いている。
Ａ① 「最小の満月の直径」を１円玉の直径としたときの「最大の
満月の直径」に当たる値を求める式や言葉とその答え
Ａ② 「最小の満月の直径」を１円玉の直径としたときの「最大の
満月の直径」に当たる値と100円玉，500円玉それぞれの直径
の差
Ｂ １円玉の直径を基にしたときのそれぞれの硬貨の直径の割合を求
め，求めた割合と1.14倍の違いを基に，わけを書いている。
Ｂ① １円玉の直径を基にしたときの，100円玉と500円玉それぞれ
の直径の割合を求める式や言葉
Ｂ② １円玉の直径を基にしたときの，100円玉と500円玉それぞれ
の直径の割合と1.14の違いを表す数や言葉
Ｃ 「最大の満月の直径」を100円玉，500円玉それぞれの直径とした
ときの「最小の満月の直径」に当たる値を求め，求めた値と１円玉
の直径の違いを基に，わけを書いている。
Ｃ① 「最大の満月の直径」を100円玉，500円玉それぞれの直径と
したときの「最小の満月の直径」に当たる値を求める式や言葉
Ｃ② 「最大の満月の直径」を100円玉，500円玉それぞれの直径と
したときの「最小の満月の直径」に当たる値と１円玉の直径の
違いを表す数や言葉
（正答例）
・Ａ
【番号】 １
【わけ】 最大の満月の直径は20×1.14＝22.8で，22.8mmです。
100円玉の直径との差は22.8－22.6＝0.2で，0.2mmです。
500円玉の直径との差は26.5－22.8＝3.7で，3.7mmです。
100円玉の直径との差のほうが小さいので，100円玉のほう
が近いです。
・Ｂ
【番号】 １
【わけ】 １円玉の直径をもとにしたとき，
100円玉の直径の割合は22.6÷20＝1.13です。
500円玉の直径の割合は26.5÷20＝1.325です。
1.13と1.325で，割合が1.14に近いのは，1.13の100円玉で
す。
だから，100円玉のほうが近いです。
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・Ｃ
【番号】 １
【わけ】 「最大の満月の直径」を100円玉の直径とすると，「最小の
満月の直径」は22.6÷1.14＝19.82…で，約19.8mmです。
「最大の満月の直径」を500円玉の直径とすると，「最小の
満月の直径」は26.5÷1.14＝23.24…で，約23.2mmです。
１円玉の直径との差は，それぞれ，20－19.8＝0.2，23.2-2
0=3.2です。
「最大の満月の直径」を100円玉の直径としたときのほうが，
「最小の満月の直径」は１円玉の直径に近いです。だから100
円玉のほうが近いです。
番号 わけ
Ａ①，Ａ②の全てを書いているもの
１ Ｂ①，Ｂ②の全てを書いているもの 2.3 ◎
Ｃ①，Ｃ②の全てを書いているもの
Ａ①を書いているもの
２ Ｂ①を書いているもの 11.2 ○
Ｃ①を書いているもの
100円玉や500円玉の直径の86％に当たる大
３
きさを考えているもの
0.1
例 22.6×0.86，22.6×(1－0.14)
26.5×0.86，26.5×(1－0.14)
１ と解答 「最小の満月の直径」を１円玉の直径とし
４
たときの「最大の満月の直径」に当たる値を
0.0
次のように求めているもの
20÷1.14，20＋1.14，20－1.14
「最小の満月の直径」を１円玉の直径とし
たときの「最大の満月の直径」に当たる値を
５
次のように求めているもの
4.7
20×0.14，20＋0.14，20－0.14
20÷1.4，20＋1.4，20－1.4
20÷14，20－14
６
類型１から類型５以外の解答
28.3
無解答
「最小の満月の直径」を１円玉の直径とし
たときの「最大の満月の直径」に当たる値を
７
次のように求めているもの
5.5
２ と解答 20÷0.14
20×1.4
20×14，20＋14
８
類型７以外の解答
36.7
無解答
９ 上記以外の解答 2.5
０ 無解答 8.6
正答率 13.5
-96-
分析結果と課題
○ 本設問の正答率は，13.5％であり，身近なものに置き換えた基準量と割合を基に，比較量
に近いものを判断し，その判断の理由を言葉や式を用いて記述することに課題がある。
○ 誤答について
・ 解答類型６の反応率が28.3％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ 【番号】 １
【わけ】 22.6－20＝2.6
26.5－20＝6.5
14％は小数に直すと0.14だから，2.6のほうが0.14に近いです。
このように解答した児童は，それぞれの硬貨の直径の長さと，14％が0.14であることを
捉えることはできているが，「最小の満月の直径」を１円玉の直径としたときに，「最小
の満月の直径」を基にして14％長くなっているものが「最大の満月の直径」であることを
捉えることができずに，硬貨の直径のみに着目して差を求め，その差と割合を比較してい
ると考えられる。
・ 解答類型８の反応率が36.7％である。その中には，次のような解答がある。
(例)
・ 【番号】 ２
【わけ】 20×0.14＝2.8
100円玉の直径をcmに直すと，2.26cm
500円玉の直径をcmに直すと，2.65cm
だから，500円玉のほうが近いです。
このように解答した児童は，「最小の満月の直径」を１円玉の直径としたときの「最大
の満月の直径」に当たる値を求めるためには，１円玉の直径の長さに割合をかければよい
ことを捉えることはできているが，「14％長い」という表現から，比較量が基準量の114％
と捉えることはできずに，基準量の14％を求めて比べていると考えられる。
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○ Ｂ５(1)と本設問Ｂ５(2)のクロス集計から次のことが考えられる。
・ Ｂ５(1)，Ｂ５(2)ともに正答の児童の割合は，12.0％である。これは，Ｂ５(2)で正答
の児童の88.9％に当たる。身近なものに置き換えた基準量と割合を基に，比較量に近いも
のを判断し，その判断の理由を記述できた児童のうち，相当数の児童は，示された割合を
解釈して，基準量と比較量の関係を表している図を判断できていると考えられる。
・ Ｂ５(1)で正答，Ｂ５(2)で解答類型５と解答類型７を合わせた児童の割合は，7.4％で
ある。これは，Ｂ５(1)で正答の児童の11.3％に当たる。これらの児童は，示された割合
を解釈して，基準量と比較量の関係を表している図を判断することはできているが，「14％
長い」という表現から，1.14という割合を捉えることはできていないと考えられる。
・ Ｂ５(1)で正答，Ｂ５(2)で解答類型６と解答類型８を合わせた児童の割合は，42.2％で
ある。これは，Ｂ５(1)で正答の児童の64.7％に当たる。これらの児童は，示された割合
を解釈して，基準量と比較量の関係を表している図を判断することはできているが，比較
量に近いものを選択した根拠が適切ではないと考えられる。
Ｂ５(1)とＢ５(2)のクロス集計表 （％）
Ｂ５(2)
正答 誤答 無解答
類型１,２ 類型５,７ 類型６,８
類型
類型０
合計
３,４,９
正答 12.0 7.4 42.2 1.2 2.4 65.2
Ｂ５ 誤答 1.5 2.8 22.5 0.9 1.6 29.4
(1) 無解答 0.0 0.0 0.3 0.6 4.6 5.5
合計 13.5 10.2 65.0 2.7 8.6 100.0
※合計の欄は，当該問題の解答類型と反応率の表の値を示している。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
木曜日と日曜日に安売りをするケーキ屋で指定さ
Ｈ19Ｂ４(1) れたケーキを買うとき，どちらの曜日がいくら安 29.5％ P.50～P.53 P.167～P.169
くなるかを求める式と答えを書く
Ｈ20Ａ４(1)
12ｍのテープの長さは３ｍのテープの長さの何倍
83.1％ P.26～P.28 P.190～P.191
かを求める式と答えを書く
Ｈ20Ａ４(2)
６ｍのテープの長さは12ｍのテープの長さの何倍
55.7％ P.26～P.28 P.192～P.193
かを求める式と答えを書く
米の生産額について，「割合が減っているから，
Ｈ20Ｂ２(3) 生産額は減っている」という考え方が正しいかど 17.6％ P.48～P.51 P.216～P.218
うかを判断し，そのわけを書く
Ｈ22Ａ９(1)
じゃがいも畑の面積40㎡が，学校の畑の面積50㎡
57.8％ P.46～P.49 P.175～P.178
のどれだけの割合に当たるかを書く
Ｈ23Ａ９
100人のうち40％が女子のとき，女子の人数と求
未実施 P.40～P.43 未実施
める式を書く
示された表から，合計の人数を基にした乗れる人
Ｈ24Ｂ５(3) 数の割合は，男子と女子ではどちらの方が大きい 23.8％ P.74～P.80 P.265～P.269
かを判断し，そのわけを書く
帯グラフに示された割合と基準量の変化を読み取
Ｈ25Ｂ５(2) り，インターネットの貸出冊数の増減を判断し， 44.7％ P.71～P.76 P.83～P.85
そのわけを書く
Ｈ26Ｂ５(3)
妹の身長を基に，妹の使いやすい箸の長さの求め
33.3％ P.67～P.73 P.88～P.89
方と答えを書く
Ｈ27Ｂ２(2)
20％増量した商品の内容量が480mLであるとき，
13.4％ P.54～P.62 P.71～P.73
増量前の内容量を求める式と答えを書く
Ｈ27Ｂ２(3)
示された割り引き後の値段の求め方の中から誤り
51.3％ P.54～P.62 P.73～P.75
を見いだし，正しい求め方と答えを書く
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.40～P.42，P.161～P.190
「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.21～P.22
「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.9～P.10
学習指導に当たって
身近なものに置き換えたときの基準量・比較量・割合の関係を的確に捉え，判断の理由
を数学的に表現することができるようにする
○ 日常生活の中には，算数で学習したことを活用して，数理的に処理し合理的に判断できる
場面がある。日常生活の事象を，割合を活用して数学的に解釈するためには，数量の関係を
身近なものや図などに置き換えて，基準量・比較量・割合の関係を的確に捉え判断すること
が大切である。また，判断した理由や問題を解決した過程を数学的に表現することができる
ようにすることも大切である。
指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，「最小の満月の直径」を１円玉の直径に置
き換えていること，さらに，１円玉の直径が基準量であることを捉え，「最小の満月の直径」
を基にして14％長くなっている「最大の満月の直径」が比較量であることを確認する活動が
考えられる。その上で，100円玉と500円玉のどちらが比較量に近いかを判断する際には，「基
準量の○％」と「基準量の○％増加・減少」の違いを図で表現し比較する活動が考えられる。
また，選んだ硬貨の直径の方が近いと判断した理由を，数量の関係を表す図や基準量・比較
量・割合の関係を基に説明する活動も考えられる。なお，基準量から14％長くなっている比
較量を求める際には，114％を捉えることができていない20×1.4や20×0.14のような式を提
示し，「×1.4」や「×0.14」の意味を問い直す活動も考えられる。
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割合の学習指導に当たって
全国学力・学習状況調査【小学校】算数における平成19年度から平成29年度の調査結果か
ら，割合の学習指導に関して，改善・充実を要する事項をあげると次のようになる。
① 割合の意味についての理解
② 基準量・比較量・割合の関係についての理解
③ 百分率の意味についての理解
④ 量を表す数と割合を表す数についての理解
これらの事項について，例えば，次のような学習指導が考えられる。
① 「割合の意味についての理解」について
日常生活で二つ以上の事象の大きさを比べる場合には，量で比べる場合と割合で比べる
場合があることを理解し，場面に応じて適切に判断できるようにすることが大切である。
指導に当たっては，割合を活用して日常生活の問題を解決することで，割合の意味をよ
り深く理解できるようにすることが大切である。例えば，バスケットボールのシュートの
成績を比べる場面を取り上げ，シュートをした回数が異なる場合は，シュートが入った回
数で比べるのではなく，「（シュートが入った回数)÷(シュートをした回数）」という割合
で比べる方が適切であると判断する活動が考えられる。その際，下のような図を用いて，
量で比べる場合と割合で比べる場合の違いを明らかにすることが大切である。
② 「基準量・比較量・割合の関係についての理解」について
割合を示す表現には，「Ａを基にしたＢの割合」や「Ａの□倍がＢ」などがある。これ
らの表現から，割合を表す数を見いだし，ＡとＢの関係を捉え，Ａが基準量であり，Ｂが
比較量であることを判断できるようにすることが大切である。また，「比較量÷基準量＝
割合」，「基準量×割合＝比較量」，「比較量÷割合＝基準量」について，具体的な問題場
面を解決する過程で理解できるようにすることが大切である。
指導に当たっては，図や数直線などに表すことで，基準量・比較量・割合を捉え，それ
らの関係を的確に式に表す活動が考えられる。その際，比較量と基準量の関係から割合を
求めたり，比較量と割合の関係から基準量を求めたりする問題場面においては，問題場面
の未知の数量を□などとして，「基準量×割合＝比較量」という式に表すことから考えを
進めていく活動が考えられる。
（割合）１0.6
はやと ９回
さとし ６回
【シュートが入った割合で比べる（割合で比べる）】
（回）10 15
はやと
さとし
【シュートが入った回数で比べる（量で比べる）】
６回
９回
シュートが10回中６回入った場合と15回中９回入った場合を比べる
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③ 「百分率の意味についての理解」について
日常生活には割引や割増など，百分率が用いられている場面があるため，百分率の意味
について理解できるようにすることが大切である。
指導に当たっては，割合を表す小数と百分率を数直線などの図を用いて捉える活動を設
けることが考えられる。その際，割合が100％より小さい場面だけではなく，100％を超え
る場面についても取り上げることが大切である。例えば，比較量が基準量の110％である
場合には，基準量の大きさを１として，110％を1.1と捉え直し，基準量の大きさを表した
１と1.1を比較して，基準量と比較量の大小関係を捉える活動が考えられる。また，「基
準量の○％」と「基準量の○％増加・減少」の表現の違いを捉えた上で，数直線などの図
を用いて，「基準量の○％増加・減少」が基準量の「100＋○」％や基準量の「100－○」％
であることを捉える活動も考えられる。
④ 「量を表す数と割合を表す数についての理解」について
割合の学習において，割合は，二つの量の関係を表す数であり，比較量が基準量に対し
てどの程度の大きさなのかを示すものであることを確実に理解できるようにすることが大
切である。その際，量を表す数と割合を表す数の違いを明確にすることが大切である。
指導に当たっては，例えば，「40cmのテープをもとにして，20％長いテープの長さを求
める」場面を設けた上で，40＋(40×0.2)＝48と適切に捉えた式と40＋20＝60と誤って捉
えた式を取り上げ，下のような図を用いて，それぞれの式の意味を説明し合う活動が考え
られる。このような活動を通して，40は長さという量であり，20は割合であることを捉え
ることができるようにすることが大切である。
20％長いことを適切に捉えた場合
１
20％長いテープの長さ 48cm
1.2 （割合）
もとにするテープの長さ 40cm
０
20％
20％長いことを20cm長いと誤って捉えた場合
40
20cm長いテープの長さ 60cm
60 （cm）
もとにするテープの長さ 40cm 20cm
０
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